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シ
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す
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フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
シ
ュ
ラ
イ
ア
ー
マ
ッ
ハ
ー
（
一
七
六
八
─
一
八
三
四
）
は
、
一
般
に
「
近
代
神
学
の
父
」
と
し
て
知
ら
れ
、
彼
の
神
学
は
、
宗

教
を
「
感
情
」
に
基
礎
付
け
る
「
感
情
神
学
（G

efühlstheologie

）」
と
呼
ば
れ
る
。
自
身
も
創
設
に
携
わ
っ
た
ベ
ル
リ
ン
大
学
で
は
初
代
神
学
部
長

に
就
任
し
、
以
来
歿
年
ま
で
神
学
部
の
教
授
の
任
に
当
た
る
と
と
も
に
、
三
位
一
体
教
会
の
牧
師
兼
説
教
者
と
し
て
活
躍
す
る
。
一
方
で
彼
は
、
Ｆ
・

シ
ュ
レ
ー
ゲ
ル
の
発
意
を
承
け
、
プ
ラ
ト
ン
の
翻
訳
事
業
に
従
事
す
る
な
ど
、
ギ
リ
シ
ア
古
典
や
聖
書
等
の
文
献
学
的
研
究
に
尽
力
し
、
又
、
一
七

九
六
年
ベ
ル
リ
ン
の
慈
善
病
院
で
牧
師
と
し
て
勤
務
し
始
め
て
以
来
、「
水
曜
会
」
と
呼
ば
れ
る
ヘ
ン
リ
エ
ッ
テ
・
ヘ
ル
ツ
夫
人
の
サ
ロ
ン
へ
足
繁
く

通
う
中
で
、
シ
ュ
レ
ー
ゲ
ル
兄
弟
や
ノ
ヴ
ァ
ー
リ
ス
等
、
ロ
マ
ン
派
の
人
々
と
親
密
な
交
流
を
重
ね
る
よ
う
に
な
る
。
こ
の
よ
う
に
シ
ュ
ラ
イ
ア
ー

マ
ッ
ハ
ー
と
は
、
神
学
以
外
に
も
、
文
献
学
者
、
ロ
マ
ン
主
義
的
哲
学
者
と
し
て
の
顔
を
併
せ
持
つ
人
物
で
あ
る
。
中
で
も
、
殊
に
文
献
学
者
と
し

て
の
彼
の
エ
ー
ト
ス
が
、
ロ
マ
ン
主
義
的
哲
学
者
と
し
て
の
彼
の
エ
ー
ト
ス
と
の
幸
運
な
邂
逅
を
遂
げ
た
こ
と
が
、
彼
の
中
で
、
新
た
な
解
釈
学
の

試
み
を
必
然
化
し
た
と
言
え
る
。
デ
ィ
ル
タ
イ
の
言
葉
を
用
い
て
言
え
ば
、「
真
に
効
力
の
あ
る
解
釈
学
が
産
み
出
さ
れ
得
た
の
は
、
文
献
学
的
解
釈
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に
お
け
る
熟
練
の
技
が
、
真
の
哲
学
的
能
力
と
結
び
つ
い
た
頭
脳
に
お
い
て
の
み
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
頭
脳
と
は
シ
ュ
ラ
イ
ア
ー
マ
ッ
ハ
ー
そ
の

人
で
あ
っ
た
」
（E.H

. 326

）（
１
）
。 

  

と
こ
ろ
で
『
解
釈
学
と
批
判
』
の
劈
頭
に
掲
げ
ら
れ
た
定
義
に
よ
れ
ば
、「
解
釈
学
と
は
、
一
般
に
、
他
者
の
談
話
、
と
り
わ
け
文
字
に
記
さ
れ
た

談
話
を
正
し
く
理
解
す
る
技
術
」（71

）
で
あ
る
。
つ
ま
り
「
解
釈
学
」
と
は
、「
理
解
の
技
術
」（75

）
乃
至
そ
れ
を
理
論
化
す
る
「
理
解
」
の
為
の

「
技
術
論
」（71

）
で
あ
る
（
２
）
。
そ
の
意
味
で
解
釈
学
と
は
、
理
論
で
あ
る
と
同
時
に
実
践
で
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
定
義
か
ら
も
明
ら
か
な
様
に
、

シ
ュ
ラ
イ
ア
ー
マ
ッ
ハ
ー
解
釈
学
に
お
い
て
中
心
的
な
考
察
対
象
と
な
る
の
は
「
理
解
（Verstehen

）」
で
あ
る
（
３
）
。
し
か
し
な
が
ら
『
解
釈
学
と

批
判
』
に
お
い
て
、「
理
解
」
概
念
が
端
的
か
つ
明
示
的
に
定
義
さ
れ
る
箇
所
は
（
恐
ら
く
）
存
在
し
な
い
。
そ
こ
で
、
先
の
定
義
に
後
続
す
る
箇
所

に
お
い
て
、「
解
釈
学
」
が
「
批
判
」
と
対
比
的
に
語
ら
れ
る
記
述
に
基
づ
き
、
一
先
ず
「
解
釈
学
」
を
、「
批
判
」
が
著
作
の
「
真
正
性
（Echtheit

）」

を
問
う
学
問
で
あ
る
の
に
対
し
、
著
作
の
「
意
味
（Sinn

）
を
探
求
す
る
」
学
問
で
あ
る
と
暫
定
的
に
定
義
し
て
お
く
こ
と
に
し
た
い
（
４
）
（71

）。 

 

シ
ュ
ラ
イ
ア
ー
マ
ッ
ハ
ー
解
釈
学
を
、
解
釈
学
の
近
代
化
に
お
け
る
「
転
回
点
」
と
呼
ぶ
の
は
デ
ィ
ル
タ
イ
以
来
の
伝
統
で
あ
る
が
（M

.F.1980, 

213

）、
彼
の
解
釈
学
が
こ
の
様
に
「
転
回
点
」
な
い
し
端
的
に
「
転
回
」
と
呼
ば
れ
る
の
は
、
彼
の
解
釈
学
が
、「
理
解
と
い
う
目
的
行
為
そ
の
も
の

の
認
識
に
立
ち
返
っ
た
」（E.H

. 327

）
こ
と
、
つ
ま
り
彼
が
「
理
解
」
と
い
う
（
広
義
で
の
）
人
間
の
認
識
能
力
そ
れ
自
体
を
問
い
の
対
象
と
し
た

こ
と
に
由
来
す
る
。
例
え
ば
Ｍ
・
フ
ラ
ン
ク
は
、
シ
ュ
ラ
イ
ア
ー
マ
ッ
ハ
ー
解
釈
学
を
、「
事
物
や
、
事
物
の
状
態
の
認
識
」
か
ら
「
か
か
る
認
識
一

般
が
成
立
し
て
く
る
為
の
条
件
」
を
問
う
、「
観
念
論
的
時
代
の
学
問
言
説
」
に
特
有
の
「
反
省
的
」
方
法
意
識
の
内
に
位
置
づ
け
、
彼
の
解
釈
学
を
、

「
超
越
論
的
転
回
の
拡
張
」
と
し
て
評
価
す
る
（M

.F. 7 f.

）。
フ
ラ
ン
ク
に
よ
れ
ば
、
カ
ン
ト
が
「
分
析
学
の
領
域
」
に
お
い
て
認
識
一
般

、
、
、
、
そ
れ
自

体
の
成
立
条
件
を
問
う
た
の
に
対
し
て
、
シ
ュ
ラ
イ
ア
ー
マ
ッ
ハ
ー
は
「
理
解
の
学
と
い
う
領
域
」
に
お
い
て
理
解
と
い
う
認
識
能
力

、
、
、
、
、
、
、
、
、
そ
れ
自
体
の

成
立
条
件
を
問
う
た
の
で
あ
る
（
５
）
。
フ
ラ
ン
ク
に
よ
れ
ば
、
シ
ュ
ラ
イ
ア
ー
マ
ッ
ハ
ー
は
そ
れ
を
通
じ
て
、
解
釈
学
の
「
規
則
や
規
準
の
提
立
を

（
中
略
）、
理
解
そ
れ
自
体
の
批
判
的
な
分
析
に
基
づ
か
せ
る
」
こ
と
に
成
功
し
た
（ibid. 9
）（
６
）
。 
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ガ
ダ
マ
ー
は
こ
の
様
な
、「
理
解
」
そ
れ
自
体
を
問
う
試
み
を
、「
理
解
と
い
う
方
法
を
孤
立
さ
せ
る
」（W

.M
. 189

）
と
い
う
言
葉
で
端
的
に
表
現

し
て
い
る
が
、
彼
は
、
こ
の
様
な
解
釈
学
に
お
け
る
「
コ
ペ
ル
ニ
ク
ス
的
転
回
」（M

.F. 9

）
の
意
義
を
、
シ
ュ
ラ
イ
ア
ー
マ
ッ
ハ
ー
解
釈
学
に
お
け

る
「
方
法
の
自
立
」（W

.M
. 189

）
の
内
に
見
出
す
。
ガ
ダ
マ
ー
に
よ
れ
ば
、
シ
ュ
ラ
イ
ア
ー
マ
ッ
ハ
ー
の
も
と
で
解
釈
学
が
「
方
法
論
」
と
化
す
こ

と
を
通
じ
て
、
解
釈
学
は
、「
機
会
主
義
的
な
解
釈
実
践
」
か
ら
、
つ
ま
り
「
対
象
」
の
特
殊
性
か
ら
解
放
さ
れ
（ibid. 188 f.

）、
解
釈
の
「
方
法
」

が
「
対
象
に
対
す
る
優
位
性
」（ibid. 198

）
を
獲
得
し
た
と
さ
れ
る
。
つ
ま
り
ガ
ダ
マ
ー
は
、
か
か
る
方
法
の
対
象
か
ら
の
自
立
の
内
に
、
シ
ュ
ラ

イ
ア
ー
マ
ッ
ハ
ー
解
釈
学
に
お
け
る
解
釈
学
の
一
般
化
の
試
み
の
成
立
条
件
を
見
出
す
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
彼
に
よ
れ
ば
、
シ
ュ
ラ
イ
ア
ー
マ
ッ
ハ

ー
の
許
で
「
方
法
」
が
「
対
象
」
に
よ
る
規
定
性
か
ら
自
由
に
な
っ
た
か
ら
こ
そ
、
解
釈
学
が
、
個
別
的
な
対
象
を
個
別
的
に
扱
う
「
単
な
る
解
釈

の
寄
せ
集
め
」
（75, 92

）
と
し
て
の
「
特
殊
解
釈
学
」
（75

）
か
ら
、
そ
れ
ら
す
べ
て
に
適
用
可
能
な
「
一
般
的
諸
原
理
に
基
づ
く
」（75

）、「
一
般

解
釈
学
」
（75

）
へ
と
高
め
ら
れ
得
た
と
さ
れ
る
（
な
お
、
こ
こ
で
想
定
さ
れ
て
い
る
「
特
殊
解
釈
学
」
（
複
数
形
）
と
は
、
具
体
的
に
言
え
ば
、
聖

書
解
釈
学
・
古
典
解
釈
学
・
法
学
的
解
釈
学
・
論
理
学
（
７
）

で
あ
る
（92

））。 

 

そ
し
て
デ
ィ
ル
タ
イ
は
、
こ
の
様
な
一
般
解
釈
学
の
試
み
は
、
単
に
解
釈
学
の
一
般
化
に
留
ま
ら
ぬ
、
更
に
広
い
射
程
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
と

す
る
。
つ
ま
り
彼
に
よ
れ
ば
、
シ
ュ
ラ
イ
ア
ー
マ
ッ
ハ
ー
解
釈
学
は
、「
文
学
的
創
作
に
関
す
る
一
般
理
論
」
と
い
う
、「
文
学
史
の
オ
ル
ガ
ノ
ン
」

と
し
て
の
役
割
に
留
ま
ら
ず
（E.H

. 331

）、
人
間
精
神
（
の
所
産
）
を
総
合
的
・
総
体
的
に
扱
う
「
精
神
科
学
」
の
「
基
礎
的
な
方
法
」
と
な
る
可

能
性
を
秘
め
る
と
さ
れ
る
（ibid. 333

）。 

  

こ
の
様
な
、
解
釈
学
に
お
け
る
「
転
回
点
」
と
し
て
の
評
価
を
承
け
、
シ
ュ
ラ
イ
ア
ー
マ
ッ
ハ
ー
解
釈
学
は
し
ば
し
ば
「
近
代
解
釈
学
の
古
典
」

と
呼
ば
れ
る
が
（H

.B. 15

）、
上
述
の
如
き
総
論
と
し
て
の
評
価
に
加
え
、
解
釈
学
の
歴
史
に
お
い
て
一
般
に
シ
ュ
ラ
イ
ア
ー
マ
ッ
ハ
ー
解
釈
学
に

端
を
発
す
る
と
さ
れ
る
着
想
と
は
、
例
え
ば
Ｈ
・
ビ
ー
ル
ス
に
即
し
て
言
え
ば
、（
一
）「
追
構
成
（N

achkonstruieren

）
と
し
て
の
理
解
」
乃
至
「
発

生
論
的
解
釈
」
、（
二
）「
全
体
と
個
体
」
と
の
「
解
釈
学
的
循
環
」、（
三
）「
著
者
が
自
分
自
身
を
理
解
し
て
い
た
以
上
に
よ
り
よ
く
著
者
を
理
解
す
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る
」
と
い
う
命
題
、
こ
の
三
点
で
あ
る
（H

.B. 16

）。
た
だ
し
正
確
に
言
え
ば
、
ビ
ー
ル
ス
自
身
は
、
こ
れ
ら
の
着
想
に
は
す
べ
て
先
行
例
が
存
在

す
る
こ
と
を
指
摘
し
（
８
）
、
Ｐ
・
シ
ョ
ン
デ
ィ
に
よ
る
、「
理
念
史
的
に
見
れ
ば
、
シ
ュ
ラ
イ
ア
ー
マ
ッ
ハ
ー
と
共
に
始
ま
る
新
し
い
も
の
は
何
ひ
と

つ
な
い
」（ibid. 16

）
と
い
う
大
胆
な
命
題
を
引
い
て
す
ら
い
る
。
と
は
い
え
ビ
ー
ル
ス
自
身
も
承
認
す
る
よ
う
に
、
彼
以
降
の
諸
々
の
解
釈
学
に

対
す
る
「
絶
え
ざ
る
生
産
性
」
乃
至
「
範
型
」
と
し
て
の
役
割
と
い
っ
た
、「
哲
学
的
解
釈
学
」
へ
と
連
繋
し
て
ゆ
く
影
響
作
用
史
的
観
点
に
お
い
て
、

シ
ュ
ラ
イ
ア
ー
マ
ッ
ハ
ー
解
釈
学
の
古
典
性
は
揺
ら
ぎ
得
る
も
の
で
は
な
い
（ibid. 16

）。 

 

そ
し
て
本
論
考
に
お
い
て
問
題
に
し
た
い
の
も
、
こ
の
様
な
、
シ
ュ
ラ
イ
ア
ー
マ
ッ
ハ
ー
解
釈
学
の
影
響
作
用
史
な
い
し
受
容
史
に
関
わ
る
問
題

で
あ
る
。 

 

一
、
問
題
の
所
在 

 
 シ

ュ
ラ
イ
ア
ー
マ
ッ
ハ
ー
は
生
前
、
解
釈
学
に
関
す
る
書
籍
を
一
切
刊
行
し
な
か
っ
た
た
め
、
現
在
わ
れ
わ
れ
が
目
に
す
る
こ
と
が
出
来
る
の
は
、

彼
の
死
後
、
弟
子
や
研
究
者
達
に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ
た
草
稿
や
手
記
の
み
で
あ
る
。
そ
れ
ら
は
一
八
〇
二
年
辺
り
か
ら
、
彼
の
歿
年
で
あ
る
一
八
三

四
年
に
か
け
て
、
凡
そ
三
十
年
の
間
に
記
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
（
９
）
。
シ
ュ
ラ
イ
ア
ー
マ
ッ
ハ
ー
解
釈
学
の
受
容
史
は
、
そ
れ
ら
の
刊
行
事
情
に
絡

む
形
で
、
大
き
く
三
つ
の
段
階
に
区
分
さ
れ
る
。 

 

『
解
釈
学
と
批
判
』
が
弟
子
の
Ｆ
・
リ
ュ
ッ
ケ
に
よ
り
初
め
て
編
纂
・
刊
行
さ
れ
た
の
は
、
一
八
三
八
年
（
シ
ュ
ラ
イ
ア
ー
マ
ッ
ハ
ー
の
死
後
四

年
）
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
、
所
謂
「
リ
ュ
ッ
ケ
版
」（
一
般
にH

.L.

と
略
記
さ
れ
る
）
に
基
づ
い
て
記
さ
れ
た
デ
ィ
ル
タ
イ
の
『
解
釈
学
の
成
立
』

（1900

）
が
、
そ
の
後
の
シ
ュ
ラ
イ
ア
ー
マ
ッ
ハ
ー
解
釈
学
の
評
価
に
「
決
定
的
な
影
響
」
を
与
え
る
こ
と
に
な
る
（K

im
. 14

）。
つ
ま
り
キ
ン
マ

ー
レ
に
よ
れ
ば
、
こ
の
リ
ュ
ッ
ケ
版
が
、
前
期
の
文
法
的
側
面
に
重
点
を
置
く
草
稿
を
記
載
し
な
か
っ
た
が
為
に
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
記
さ
れ
た
デ

ィ
ル
タ
イ
に
よ
る
『
解
釈
学
の
成
立
』
が
、
徒
ら
に
シ
ュ
ラ
イ
ア
ー
マ
ッ
ハ
ー
解
釈
学
の
「
心
理
学
的
側
面
」
へ
の
偏
向
を
示
す
こ
と
に
な
る
。
そ
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し
て
そ
こ
で
の
デ
ィ
ル
タ
イ
に
よ
る
評
価
が
、
二
十
世
紀
前
半
の
シ
ュ
ラ
イ
ア
ー
マ
ッ
ハ
ー
の
解
釈
学
の
受
容
史
に
お
け
る
「
い
わ
ゆ
る
心
理
学
的

解
釈
の
特
権
化
」
を
招
来
し
、
ひ
い
て
は
解
釈
学
そ
れ
自
体
の
「
心
理
学
化
」
乃
至
「
主
観
化
」
傾
向
を
促
す
こ
と
に
な
っ
た
と
さ
れ
る
（M

.F. 60

）。

さ
ら
に
彼
に
よ
れ
ば
、
こ
の
様
な
心
理
学
的
側
面
に
偏
っ
た
受
容
傾
向
は
、
後
年
、『
真
理
と
方
法
』（1960

）
に
お
け
る
ガ
ダ
マ
ー
の
「
ロ
マ
ン
主

義
的
解
釈
学
と
い
う
印
象
的
な
弾
劾
」
に
至
っ
て
そ
の
頂
点
を
迎
え
、
そ
こ
で
シ
ュ
ラ
イ
ア
ー
マ
ッ
ハ
ー
解
釈
学
の
評
価
は
「
ロ
マ
ン
主
義
的
解
釈

学
」
と
し
て
の
決
定
的
な
烙
印
を
捺
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
（ibid. 60

）（
10
）
。 

 

だ
が
、『
解
釈
学
と
批
判
』
の
第
二
回
の
刊
行
に
至
り
、
事
態
は
急
転
す
る
。『
真
理
と
方
法
』
と
ほ
ぼ
時
を
同
じ
く
し
て
（1959

）、
ガ
ダ
マ
ー
の

弟
子
、
Ｈ
・
キ
ン
マ
ー
レ
が
、
解
釈
学
に
関
す
る
未
刊
の
草
稿
を
発
表
し
た
の
で
あ
る
（
こ
れ
は
「
キ
ン
マ
ー
レ
版
」
と
呼
ば
れ
、
一
般
にH

.K
.

と
略
記
さ
れ
る
）。キ
ン
マ
ー
レ
は
そ
こ
で
、デ
ィ
ル
タ
イ
に
よ
る
〝
ロ
マ
ン
主
義
的
評
価
〟
を
批
判
す
べ
く
、草
稿
を
記
述
年
代
順
に
整
理
し
直
し
、

前
期
に
は
文
法
的
側
面
が
、
後
期
に
は
心
理
学
的
側
面
が
重
視
さ
れ
た
と
し
て
、
彼
の
思
考
の
変
遷
を
時
代
相
対
的
に
捉
え
直
す
。 

 

し
か
し
な
が
ら
彼
の
主
張
は
、
第
三
回
の
刊
行
に
至
り
、
新
た
な
反
論
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
。
一
九
七
七
年
、
Ｍ
・
フ
ラ
ン
ク
が
、
リ
ュ
ッ
ケ

版
に
キ
ン
マ
ー
レ
版
を
一
部
挿
入
す
る
か
た
ち
で
、『
解
釈
学
と
批
判
』
を
再
編
纂
・
再
刊
行
し
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
フ
ラ
ン
ク
は
、
キ
ン
マ
ー
レ

に
よ
る
上
述
の
如
き
「
仮
説
」（M
.F. 59

）
を
「
支
持
さ
れ
得
る
も
の
で
は
な
い
」（ibid. 60

）
と
し
て
厳
し
く
非
難
し
、
文
法
的
解
釈
と
心
理
学
的

解
釈
は
、
シ
ュ
ラ
イ
ア
ー
マ
ッ
ハ
ー
の
生
涯
に
お
い
て
一
貫
し
て
均
衡
を
維
持
し
て
き
た
と
主
張
す
る
。
そ
の
上
で
彼
は
、
彼
独
自
の
言
語
論
な
い

し
記
号
論
的
観
点
か
ら
、
シ
ュ
ラ
イ
ア
ー
マ
ッ
ハ
ー
解
釈
学
の
新
た
な
評
価
の
可
能
性
を
呈
示
す
る
。
つ
ま
り
彼
に
よ
れ
ば
、
シ
ュ
ラ
イ
ア
ー
マ
ッ

ハ
ー
解
釈
学
に
お
い
て
、「
言
語
」
は
、「
個
別
的
で
普
遍
的
な
も
の
」
と
い
う
「
二
重
性
」
を
孕
む
も
の
と
し
て
、
つ
ま
り
、
個
々
の
「
言
語
運
用
」

か
ら
抽
象
さ
れ
た
「
一
義
的
、
普
遍
的
」
な
意
味
に
加
え
て
、「
瞬
間
瞬
間
に
お
い
て
」
意
味
が
「
流
動
化
」
す
る
そ
の
都
度
の
「
組
み
合
わ
せ
」
に

基
づ
く
「
個
別
的
な
」
意
味
を
併
せ
持
つ
も
の
と
し
て
理
解
さ
れ
て
お
り
、
フ
ラ
ン
ク
は
そ
こ
に
今
日
的
な
「
運
用
論
的
」
乃
至
「
記
号
論
的
な
」

言
語
観
の
萌
芽
を
見
出
し
、
シ
ュ
ラ
イ
ア
ー
マ
ッ
ハ
ー
解
釈
学
を
、
そ
の
よ
う
な
言
語
論
的
観
点
か
ら
再
解
釈
し
よ
う
と
試
み
る
の
で
あ
る
（I.A

. 

316

）。 
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こ
の
よ
う
に
、
シ
ュ
ラ
イ
ア
ー
マ
ッ
ハ
ー
解
釈
学
に
対
す
る
評
価
は
、
キ
ン
マ
ー
レ
を
境
と
し
て
新
た
な
局
面
に
入
っ
た
と
言
え
る
。
と
は
い
え
、

新
た
な
評
価
の
可
能
性
が
呈
示
さ
れ
る
際
、
必
ず
と
言
っ
て
い
い
程
、
議
論
の
枕
に
置
か
れ
る
の
が
、
キ
ン
マ
ー
レ
以
前
の
評
価
、
即
ち
、
デ
ィ
ル

タ
イ
に
よ
っ
て
呈
示
さ
れ
、
ガ
ダ
マ
ー
に
よ
っ
て
確
定
さ
れ
た
「
ロ
マ
ン
主
義
的
解
釈
学
」
と
し
て
の
評
価
で
あ
る
。
例
え
ば
前
述
の
フ
ラ
ン
ク
を

例
に
と
っ
て
み
れ
ば
、
彼
は
、「
シ
ュ
ラ
イ
ア
ー
マ
ッ
ハ
ー
の
果
た
し
た
仕
事
が
、
デ
ィ
ル
タ
イ
の
言
う
、
解
釈
学
の
「
心
理
主
義
化
」
乃
至
「
主
観

主
義
化
」
と
い
う
点
に
お
い
て
解
釈
学
の
領
域
に
重
く
伸
し
掛
か
っ
て
き
た
と
い
う
影
響
作
用
史
に
お
け
る
偏
見
」
の
存
在
を
認
め
た
上
で
、
そ
れ

を
承
け
て
、「
事
実
シ
ュ
ラ
イ
ア
ー
マ
ッ
ハ
ー
は
、十
九
世
紀
後
半
お
よ
び
二
十
世
紀
前
半
に
お
い
て
、こ
の
様
な
意
味
に
お
い
て
受
容
さ
れ
て
き
た
。

ガ
ダ
マ
ー
に
よ
る
「
ロ
マ
ン
主
義
的
解
釈
学
」
に
対
す
る
印
象
的
な
弾
劾
は
（
中
略
）、
こ
の
様
な
受
容
を
、
遡
及
的
に
、
そ
し
て
言
わ
ば
否
定
神
学

的
に
実
証
す
る
も
の
で
あ
っ
た
」
と
述
べ
、
そ
の
上
で
、
か
か
る
「
影
響
作
用
史
的
偏
見
」
に
よ
っ
て
覆
い
隠
さ
れ
て
し
ま
っ
た
記
号
論
的
観
点
を

回
復
し
よ
う
と
議
論
を
進
め
て
い
る
（M

.F. 60

）。 

 

例
え
ば
こ
の
様
な
例
に
も
典
型
的
に
表
わ
れ
て
い
る
様
に
、
キ
ン
マ
ー
レ
以
降
の
シ
ュ
ラ
イ
ア
ー
マ
ッ
ハ
ー
解
釈
学
に
関
す
る
研
究
の
多
く
が
、

シ
ュ
ラ
イ
ア
ー
マ
ッ
ハ
ー
解
釈
学
の
「
受
容
史
」
に
お
け
る
、「
心
理
主
義
化
」
乃
至
「
主
観
主
義
化
」
と
い
う
「
誤
解
」（ibid. 46

）、
つ
ま
り
彼

の
解
釈
学
を
「
ロ
マ
ン
主
義
的
解
釈
学
」
と
し
て
評
価
す
る
「
偏
見
」（ibid. 60

）
を
修
正
す
る
試
み
と
し
て
総
括
さ
れ
得
る
と
思
わ
れ
る
。
し
か

し
な
が
ら
そ
の
際
、
例
え
ば
先
の
フ
ラ
ン
ク
が
、「
ガ
ダ
マ
ー
に
よ
る
シ
ュ
ラ
イ
ア
ー
マ
ッ
ハ
ー
像
は
虚
構
の
相
貌
を
示
し
て
い
る
」（M

.F. 60

）
と

し
て
、
ガ
ダ
マ
ー
の
議
論
そ
れ
自
体
を
端
的
に
排
斥
し
て
し
ま
う
例
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
研
究
者
の
多
く
は
、
彼
ら
の
直
接
的
な
批
判
対
象
で

あ
る
筈
の
、
デ
ィ
ル
タ
イ
と
ガ
ダ
マ
ー
に
よ
る
シ
ュ
ラ
イ
ア
ー
マ
ッ
ハ
ー
解
釈
学
の
記
述
そ
れ
自
体
を
詳
細
に
検
証
す
る
こ
と
な
く
、
そ
れ
ら
を
頭

か
ら
〝
ロ
マ
ン
主
義
的
評
価
〟
に
偏
っ
た
「
誤
解
」
乃
至
「
偏
見
」
と
決
め
つ
け
、
そ
れ
ら
を
議
論
の
土
俵
か
ら
早
々
と
退
場
さ
せ
て
し
ま
う
。
と

は
い
え
、
影
響
作
用
史
的
観
点
、
乃
至
、
受
容
史
的
観
点
に
立
つ
な
ら
ば
、
た
と
え
そ
れ
が
「
誤
解
」
や
「
偏
見
」
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
ら

は
正
に
「
誤
解
」
や
「
偏
見
」
と
し
て
歴
史
的
に
意
味
を
有
す
る
の
で
あ
り
、
ま
た
一
般
に
、
ど
の
様
な
議
論
を
す
る
に
し
て
も
、
批
判
対
象
の
「
相

貌
」
を
（
た
と
え
そ
れ
が
「
虚
構
」
で
あ
る
と
し
て
も
）
し
っ
か
り
と
見
定
め
て
お
く
こ
と
は
必
要
不
可
欠
な
手
続
き
で
あ
る
。 
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わ
れ
わ
れ
自
身
と
し
て
も
、
最
終
的
な
目
標
と
し
て
は
、
シ
ュ
ラ
イ
ア
ー
マ
ッ
ハ
ー
解
釈
学
の
全
体
像
を
、
文
法
的
解
釈
・
心
理
学
的
解
釈
の
両

側
面
を
丁
寧
に
掬
い
取
り
つ
つ
再
構
成
す
る
こ
と
を
試
み
た
い
の
だ
が
、
今
回
は
そ
の
端
緒
と
し
て
、
デ
ィ
ル
タ
イ
と
ガ
ダ
マ
ー
が
い
か
な
る
観
点

、
、
、
、
、
、

に
即
し
て

、
、
、
、
シ
ュ
ラ
イ
ア
ー
マ
ッ
ハ
ー
解
釈
学
を
「
ロ
マ
ン
主
義
的
解
釈
学
」
と
呼
ん
だ
の
か
と
問
い
、
か
か
る
問
題
設
定
の
下
、
彼
ら
の
記
述
を
丹

念
に
検
討
し
つ
つ
、
そ
の
議
論
の
論
点
、
、
、
並
び
に
、
そ
の
論
理
構
造

、
、
、
、
を
析
出
す
る
こ
と
を
試
み
た
い
。 

 

そ
の
さ
い
考
察
対
象
と
な
る
べ
き
は
、
デ
ィ
ル
タ
イ
の
『
解
釈
学
の
成
立
』、
並
び
に
、
ガ
ダ
マ
ー
の
『
真
理
と
方
法
』
で
あ
り
、
今
回
は
そ
れ
以

外
の
議
論
に
は
言
及
し
な
い
。
と
い
う
の
も
、
確
か
に
、
両
者
が
シ
ュ
ラ
イ
ア
ー
マ
ッ
ハ
ー
解
釈
学
に
言
及
す
る
の
は
こ
れ
ら
の
著
作
に
限
ら
れ
る

訳
で
は
な
い
が
、
キ
ン
マ
ー
レ
も
指
摘
す
る
通
り
、
シ
ュ
ラ
イ
ア
ー
マ
ッ
ハ
ー
解
釈
学
の
〝
ロ
マ
ン
主
義
的
評
価
〟
と
い
う
受
容
史
的
な
観
点
か
ら

言
え
ば
、
両
著
作
こ
そ
そ
こ
で
際
立
っ
た
役
割
を
果
た
し
た
こ
と
に
疑
問
の
余
地
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
な
お
本
論
考
に
お
い
て
は
、
紙
幅
の
都
合

上
、
デ
ィ
ル
タ
イ
と
ガ
ダ
マ
ー
に
よ
る
評
価
そ
れ
自
体
の
正
当
性
の
問
題
を
問
う
こ
と
は
し
な
い
。
彼
ら
に
よ
る
評
価
を
、
シ
ュ
ラ
イ
ア
ー
マ
ッ
ハ

ー
自
身
に
よ
る
記
述
に
即
し
て
検
討
・
検
証
し
直
す
こ
と
は
、
次
回
以
降
の
課
題
と
な
る
。 

 

二
、『
解
釈
学
の
成
立
』
に
お
け
る
、
デ
ィ
ル
タ
イ
に
よ
る
シ
ュ
ラ
イ
ア
ー
マ
ッ
ハ
ー
解
釈
学
の
評
価 

  

前
述
の
通
り
、
シ
ュ
ラ
イ
ア
ー
マ
ッ
ハ
ー
解
釈
学
に
お
け
る
「
い
わ
ゆ
る
心
理
学
的
解
釈
の
特
権
化
」
（M

.F. 60

）
に
先
鞭
を
付
け
、
二
十
世
紀

前
半
に
お
け
る
シ
ュ
ラ
イ
ア
ー
マ
ッ
ハ
ー
解
釈
学
の
心
理
学
に
偏
っ
た
評
価
に
「
決
定
的
な
影
響
」
（K

im
. 14

）
を
与
え
た
と
さ
れ
る
の
は
、
デ
ィ

ル
タ
イ
の
『
解
釈
学
の
成
立
』（1900

）
で
あ
る
。
そ
こ
で
先
ず
わ
れ
わ
れ
は
、
デ
ィ
ル
タ
イ
が
そ
こ
で
、
シ
ュ
ラ
イ
ア
ー
マ
ッ
ハ
ー
解
釈
学
を
、
ど

の
よ
う
な
論
点
、
ど
の
よ
う
な
論
理
構
造
の
下
で
「
ロ
マ
ン
主
義
的
解
釈
学
」
と
し
て
叙
述
し
た
の
か
考
え
て
み
た
い
（
11
）
。 

 

デ
ィ
ル
タ
イ
が
、
彼
の
主
著
で
あ
る
『
精
神
科
学
序
説
』
の
冒
頭
に
お
い
て
、
哲
学
の
「
体
系
的
記
述
」
に
と
っ
て
そ
の
「
歴
史
的
記
述
」
が
不

可
欠
な
「
手
続
き
」
で
あ
る
こ
と
、
つ
ま
り
両
者
が
「
相
補
的
な
関
係
」
に
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
こ
と
は
周
知
の
通
り
だ
が
（E.G. X

V

）、『
解
釈
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学
の
成
立
』
と
い
う
論
考
そ
れ
自
体
も
、
解
釈
学
の
体
系
的
基
礎
づ
け
と
の
連
関
に
お
い
て
記
さ
れ
た
、
解
釈
学
の
歴
史
的
記
述
に
他
な
ら
な
い
。 

 
そ
の
中
で
デ
ィ
ル
タ
イ
は
、
シ
ュ
ラ
イ
ア
ー
マ
ッ
ハ
ー
解
釈
学
を
、「
我
々
の
世
紀
に
お
け
る
、
歴
史
意
識
の
発
展
」
（E.H

. 333

）
の
一
側
面
と

し
て
捉
え
、
そ
れ
を
歴
史
主
義
的
解
釈
学
の
流
れ
の
内
に
位
置
づ
け
る
。
さ
ら
に
デ
ィ
ル
タ
イ
は
、
シ
ュ
ラ
イ
ア
ー
マ
ッ
ハ
ー
解
釈
学
を
、
解
釈
学

の
歴
史
の
末
尾
を
飾
る
も
の
と
し
、
そ
れ
を
、「
序
」
で
も
触
れ
た
通
り
、
デ
ィ
ル
タ
イ
自
身
の
解
釈
学
、
ひ
い
て
は
彼
自
身
の
「
精
神
科
学
」
の
「
基

礎
的
な
方
法
」
へ
と
発
展
的
に
展
開
さ
れ
得
る
可
能
性
を
秘
め
た
も
の
と
し
て
極
め
て
積
極
的
に
評
価
す
る
。 

 

先
ず
注
目
す
べ
き
は
、
デ
ィ
ル
タ
イ
は
そ
こ
で
、
シ
ュ
ラ
イ
ア
ー
マ
ッ
ハ
ー
解
釈
学
を
「
ド
グ
マ
か
ら
の
解
釈
の
解
放
」（E.H

. 326

）
と
評
価
し
、

彼
の
解
釈
学
の
下
で
「
学
問
的
な
解
釈
の
決
定
的
な
基
礎
づ
け
が
果
た
さ
れ
た
」
、
あ
る
い
は
、
彼
の
解
釈
学
が
「
普
遍
妥
当
的
な
解
釈
の
可
能
性
を

導
き
出
し
た
」
と
述
べ
（ibid. 327, s. E.H

. 329

）、
シ
ュ
ラ
イ
ア
ー
マ
ッ
ハ
ー
解
釈
学
に
対
し
て
、「
規
則
」
と
し
て
の
普
遍
妥
当
性
、
乃
至
そ
の
近

代
的
な
「
学
問
」
と
し
て
の
性
格
を
承
認
し
て
い
る
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
ま
た
、『
解
釈
学
の
成
立
』（
及
び
そ
の
補
遺
）
に
お
い
て
、
デ
ィ
ル
タ

イ
が
シ
ュ
ラ
イ
ア
ー
マ
ッ
ハ
ー
解
釈
学
を
、「
ロ
マ
ン
主
義
的
」と
形
容
す
る
箇
所
は
い
っ
さ
い
存
在
し
な
い
と
い
う
点
も
看
過
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
。

そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
そ
こ
で
の
「
ロ
マ
ン
主
義
的
」
と
い
う
言
葉
の
唯
一
の
用
例
は
、
寧
ろ
正
反
対
の
主
張
を
な
す
も
の
で
あ
る
。
デ
ィ
ル
タ
イ
は
そ

の
箇
所
で
、
シ
ュ
ラ
イ
ア
ー
マ
ッ
ハ
ー
解
釈
学
の
試
み
の
内
に
、「
ロ
マ
ン
主
義
的
な
恣
意
性
や
、
懐
疑
主
義
的
な
主
観
性
」
が
入
り
込
む
こ
と
の
な

い
「
解
釈
の
普
遍
妥
当
性
を
理
論
的
に
基
礎
付
け
る
」
可
能
性
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
と
述
べ
て
お
り
、
そ
の
意
味
で
言
え
ば
、
デ
ィ
ル
タ
イ
は

シ
ュ
ラ
イ
ア
ー
マ
ッ
ハ
ー
解
釈
学
の
ロ
マ
ン
主
義
的
な
性
格
を
寧
ろ
否
定
し
て
い
た
と
さ
え
言
え
る
の
で
あ
る
（ibid. 331

）。
そ
の
点
を
踏
ま
え
て

み
て
も
、
デ
ィ
ル
タ
イ
に
よ
る
シ
ュ
ラ
イ
ア
ー
マ
ッ
ハ
ー
解
釈
学
の
評
価
を
〝
ロ
マ
ン
主
義
的
評
価
〟
と
呼
ぶ
こ
と
の
正
当
性
は
、
デ
ィ
ル
タ
イ
自

身
に
よ
る
用
語
法
か
ら
は
端
的
に
は
帰
結
さ
れ
得
な
い
。 

 

し
か
し
な
が
ら
デ
ィ
ル
タ
イ
は
、こ
の
様
に
、シ
ュ
ラ
イ
ア
ー
マ
ッ
ハ
ー
解
釈
学
の
近
代
的
な
学
問
と
し
て
の
性
格
を
積
極
的
に
評
価
し
つ
つ
も
、

同
時
に
、
次
の
様
な
、
極
め
て
ロ
マ
ン
主
義
的
と
し
か
言
い
様
の
な
い
記
述
を
し
て
い
る
こ
と
も
ま
た
事
実
で
あ
る
。 
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だ
が
今
や
、
文
学
的
な
創
作
物
を
理
解
す
る
の
に
ま
っ
た
く
新
し
い
概
念
が
用
い
ら
れ
る
。
文
学
的
な
創
作
物
の
も
と
に
は
、
統
一
的
か
つ
創

造
的
に
働
き
か
け
る
一
つ
の
力
が
存
在
し
、
そ
れ
は
、
自
ら
の
作
用
や
形
成
を
意
識
す
る
こ
と
な
く
、
作
品
へ
の
最
初
の
刺
激
を
受
け
取
り
、

そ
の
刺
激
に
形
を
与
え
て
ゆ
く
。
こ
の
力
の
も
と
で
、
受
容
と
自
発
的
な
形
成
は
分
か
ち
難
く
結
び
つ
い
て
い
る
。
そ
こ
で
は
個
性
が
、
指
の

先
々
ま
で
、
そ
し
て
個
々
の
言
葉
の
内
に
ま
で
働
き
か
け
て
い
る
。（
中
略
）
そ
し
て
今
や
、
こ
の
作
品
を
迎
え
る
の
は
、
自
ら
の
個
性
を
、
他

者
の
個
性
を
直
観
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
補
お
う
と
す
る
飽
く
な
き
欲
求
で
あ
る
。
か
く
し
て
理
解
と
解
釈
は
、
生
命
そ
れ
自
体
に
お
い
て
、
つ

ね
に
活
溌
に
働
き
続
け
る
の
で
あ
り
、
そ
れ
ら
が
完
成
に
至
る
の
は
、
生
命
に
充
ち
満
ち
た
作
品
と
、
作
者
の
精
神
に
お
け
る
作
品
の
連
関
と

が
技
術
的
に
理
解
さ
れ
る
時
で
あ
る
。
こ
れ
こ
そ
、
あ
る
特
殊
な
形
態
を
採
っ
た
新
し
い
直
観
で
あ
り
、
こ
の
直
観
は
シ
ュ
ラ
イ
ア
ー
マ
ッ
ハ

ー
の
精
神
に
お
い
て
そ
の
形
態
を
受
け
取
っ
た
の
で
あ
る
。（E.H

. 327 f.

） 

  

先
ず
指
摘
す
べ
き
は
、
こ
こ
で
「
個
性
（Individualität

）」
と
い
う
言
葉
が
多
用
さ
れ
、
例
え
ば
、「
そ
こ
で
は
個
性
が
、
指
の
先
々
ま
で
、
そ
し

て
個
々
の
言
葉
の
内
に
ま
で
働
き
か
け
て
い
る
」
と
い
っ
た
表
現
に
象
徴
的
に
表
れ
て
い
る
様
に
、
シ
ュ
ラ
イ
ア
ー
マ
ッ
ハ
ー
解
釈
学
に
お
い
て
、

作
品
が
著
者
の
「
個
性
」
の
表
わ
れ
と
見
做
さ
れ
る
と
い
う
デ
ィ
ル
タ
イ
の
認
識
で
あ
る
。
別
の
箇
所
で
も
「
個
体
は
言
い
尽
く
し
難
い
」
と
い
う

ゲ
ー
テ
の
言
葉
が
引
か
れ
る
よ
う
に
（ibid. 330

）（
12
）
、
デ
ィ
ル
タ
イ
は
、
シ
ュ
ラ
イ
ア
ー
マ
ッ
ハ
ー
解
釈
学
を
、
作
者
の
「
個
性
」
に
基
礎
を
置

く
解
釈
学
と
し
て
規
定
す
る
。
そ
し
て
例
え
ば
引
用
に
も
、「
作
者
の
精
神
に
お
け
る
作
品
の
連
関
」
と
あ
る
様
に
、
作
品
の
〈
統
一
性
〉
を
支
え
る

の
は
、
作
者
自
身
の
「
精
神
」
で
あ
り
、
そ
の
「
精
神
」
と
は
、「
統
一
的
か
つ
創
造
的
に
働
き
か
け
る
一
つ
の
力
」
、
す
な
わ
ち
作
者
自
身
の
〈
創

造
力
〉
と
解
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
デ
ィ
ル
タ
イ
が
シ
ュ
ラ
イ
ア
ー
マ
ッ
ハ
ー
解
釈
学
の
内
に
見
出
す
の
は
、
作
品
の
〈
統
一
性
〉
が
作
者
の
「
個

性
」
乃
至
そ
の
「
創
造
性
」
に
よ
っ
て
確
保
さ
れ
る
、
あ
る
い
は
端
的
に
言
え
ば
、
作
品
を
作
者
と
い
う
「
個
性
」
の
「
創
造
性
」
に
帰
す
、
い
わ

ゆ
る
作
者
中
心
主
義
的
な
解
釈
学
の
規
定
に
他
な
ら
な
い
。 

 

又
、
解
釈
者
の
様
態
に
関
わ
る
観
点
に
関
し
て
指
摘
す
べ
き
は
、
デ
ィ
ル
タ
イ
が
シ
ュ
ラ
イ
ア
ー
マ
ッ
ハ
ー
解
釈
学
の
〈
新
し
さ
〉
と
し
て
評
価
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す
る
の
は
、「〔
解
釈
者
が
、
著
者
の
〕
内
的
な
創
造
過
程
に
身
を
置
く
こ
と
」
（ibid. 331

）、
つ
ま
り
「
他
者
の
生
命
の
追
形
成
」（ibid. 330

）
乃

至
「
追
構
成
」
（ibid. 327

）
と
し
て
の
解
釈
学
の
規
定
で
あ
る
（ibid. 331

）（
13
）
。
こ
れ
は
、
作
者
中
心
主
義
的
に
捉
え
ら
れ
た
著
作
を
、
成
立
過

程
に
即
し
て
歴
史
的
に
再
構
成
す
る
と
い
う
伝
統
的
な
文
献
学
的
手
法
を
解
釈
学
に
応
用
し
た
も
の
と
解
し
得
る
が
、
こ
こ
で
は
「
追
構
成
」
概
念

が
「
身
を
置
く
こ
と
」
乃
至
「
忘
我
的
没
入
」（ibid. 335

）
と
い
っ
た
表
現
を
伴
う
形
で
、
い
わ
ゆ
る
〈
自
己
移
入
〉
と
し
て
概
念
規
定
さ
れ
る
点

が
重
要
で
あ
る
。 

 

デ
ィ
ル
タ
イ
は
別
の
箇
所
で
、「
解
釈
者
の
個
性
と
著
者
の
個
性
は
、
理
解
に
お
い
て
、
比
較
不
可
能
な
二
つ
の
事
実
と
し
て
対
立
す
る
の
で
は
な

い
。
両
者
は
普
遍
的
人
間
本
性
と
い
う
基
礎
の
上
に
形
成
さ
れ
て
い
る
」（ibid. 329

）
と
述
べ
、〈
自
己
移
入
〉
が
可
能
に
な
る
条
件
を
、
作
者
と

解
釈
者
が
「
普
遍
的
人
間
本
性
」
を
共
有
し
て
い
る
点
に
見
出
し
て
い
る
が
、
そ
の
際
注
目
す
べ
き
は
、
先
の
引
用
に
お
い
て
も
、
例
え
ばlebendig

、

lebensm
ächtig

と
い
っ
た
「
生
命
」
に
関
わ
る
語
彙
が
多
用
さ
れ
、
又
、
別
の
箇
所
に
お
い
て
も
「
追
構
成
」
概
念
が
、
「
生
命
に
充
ち
満
ち
た

（lebensm
ächtig

）
文
学
作
品
が
成
立
し
て
く
る
創
造
過
程
を
、
生
き
生
き
と
（lebendig

）
直
観
す
る
こ
と
」
（ibid. 327

）
と
換
言
さ
れ
る
様
に
、

デ
ィ
ル
タ
イ
は
〈
自
己
移
入
〉
の
成
立
条
件
を
、
作
者
と
解
釈
者
と
が
「
生
命
」
の
原
理
を
共
有
す
る
点
に
見
出
す
点
で
あ
る
。
つ
ま
り
デ
ィ
ル
タ

イ
は
、
シ
ュ
ラ
イ
ア
ー
マ
ッ
ハ
ー
解
釈
学
の
内
に
、
作
者
の
〈
創
造
性
〉
と
、
解
釈
者
の
〈
直
観
〉
と
が
、
同
じ
「
生
命
」
原
理
の
下
で
同
調
す
る

と
い
う
、
言
わ
ば
同
一
の
「
生
命
」
原
理
に
支
え
ら
れ
た
〈
共
感
〉
の
原
理
を
見
出
し
て
い
る
と
言
え
る
の
で
あ
る
。
要
す
る
に
デ
ィ
ル
タ
イ
は
、

シ
ュ
ラ
イ
ア
ー
マ
ッ
ハ
ー
解
釈
学
に
お
け
る
「
解
釈
」
を
、
作
者
の
「
内
的
生
動
性
に
〈
踏
み
込
む
こ
と
〉」（ibid. 335

）
と
し
て
の
〈
自
己
移
入
〉

と
し
て
、
而
も
そ
れ
を
、「
生
命
」
の
共
有
に
基
づ
く
「
直
観
」
や
〈
共
感
〉
に
基
礎
を
置
く
、
極
め
て
直
接
的
な
い
し
直
観
的
な
も
の
、
端
的
に
言

え
ば
、
極
め
て
主
観
主
義
的
な
も
の
と
し
て
記
述
し
た
と
言
え
る
の
で
あ
る
。 

 

続
い
て
注
目
す
べ
き
は
、
先
の
引
用
の
、「
統
一
的
か
つ
創
造
的
に
働
き
か
け
る
一
つ
の
力
」
と
い
う
言
葉
は
、
作
者
と
い
う
一
個
人
の
創
造
力
を

超
え
出
る
射
程
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
か
の
如
き
記
述
が
な
さ
れ
て
い
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
つ
ま
り
デ
ィ
ル
タ
イ
は
こ
の
言
葉
を
、
別
の
箇
所
に

お
い
て
、「
ド
イ
ツ
超
越
論
的
哲
学
」
と
関
連
づ
け
つ
つ
、
そ
れ
を
、「
意
識
に
与
え
ら
れ
た
も
の
の
背
後
」
に
あ
る
、「
統
一
的
に
働
き
か
け
、
そ
れ
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自
身
は
意
識
さ
れ
ず
と
も
、
わ
れ
わ
れ
の
内
に
世
界
の
全
形
式
を
創
出
す
る
、
一
つ
の
創
造
的
な
力
」
と
換
言
し
て
お
り
（ibid. 327

）、
デ
ィ
ル
タ

イ
は
シ
ュ
ラ
イ
ア
ー
マ
ッ
ハ
ー
解
釈
学
の
内
に
、
作
者
の
個
人
的
な
「
創
造
力
」
を
超
え
、「
世
界
の
全
形
式
」
を
創
出
す
る
、
超
越
的
か
つ
包
括
的

な
「
創
造
力
」
の
存
在
を
想
定
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
先
の
引
用
に
も
、「
こ
の
力
の
も
と
で
、
受
容
（Em

pfangen

）
と
自
発
的
な

（selbsttätig
）
形
成
は
分
か
ち
難
く
結
び
つ
い
て
い
る
」
と
あ
る
が
、
こ
の
様
な
表
現
は
、
作
者
の
創
造
力
が
、
能
動
性
と
受
動
性
を
同
時
に
孕
む

も
の
で
あ
る
こ
と
、
つ
ま
り
純
粋
に
「
自
発
的
」
に
見
え
る
作
者
の
創
造
性
も
、
実
際
に
は
、
作
者
を
超
え
る
「
創
造
力
」
の
「
受
容
」
に
過
ぎ
な

い
と
解
し
得
る
の
で
あ
る
。
こ
の
様
な
意
味
に
お
い
て
、
決
し
て
明
示
的
で
は
な
い
と
し
て
も
、
デ
ィ
ル
タ
イ
が
、
個
々
の
作
者
の
創
作
性
の
内
に
、

彼
ら
を
超
え
る
創
造
力
の
介
入
の
契
機
を
見
出
し
て
い
た
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
。
（
な
お
、
「
自
発
的

selbstätig

」
と
「
受
容

Em
pfangen

」
と
い
う
両
概
念
は
、
明
ら
か
に
、『
信
仰
論
』
に
お
け
る
「
自
己
意
識
」
の
二
重
性
の
規
定
を
承
け
た
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
シ
ュ
ラ

イ
ア
ー
マ
ッ
ハ
ー
は
そ
こ
で
「
自
己
意
識
」
を
、「
受
容
性
（Em

pfänglichkeit

）」
と
「
自
発
的
活
動
性
（Selbstätigkeit

）」
と
い
う
「
二
重
性
」

を
孕
む
も
の
と
し
て
定
義
し
、
そ
れ
が
単
に
自
発
的
な
「
自
由
」
に
基
づ
く
も
の
で
は
な
く
、「
他
者
」
に
よ
る
「
被
触
発
性
」
を
前
提
と
し
た
も
の

で
あ
る
と
し
て
い
る
（C.G. 33 f.

）。
但
し
、
か
か
る
「
自
己
意
識
」
の
定
義
を
、
創
造
行
為
に
適
用
し
得
る
か
否
か
は
大
い
に
議
論
の
余
地
が
あ
る
）。 

 

な
お
、
最
後
に
附
言
す
る
な
ら
ば
、
デ
ィ
ル
タ
イ
は
『
解
釈
学
の
成
立
』
に
お
い
て
、
シ
ュ
ラ
イ
ア
ー
マ
ッ
ハ
ー
解
釈
学
が
、
文
法
的
解
釈
と
心

理
学
的
解
釈
と
い
う
二
つ
の
原
理
に
基
づ
く
こ
と
を
指
摘
し
つ
つ
も
（ibid. 331

）、
文
法
的
解
釈
に
関
し
て
は
ほ
と
ん
ど
言
及
し
て
い
な
い
。 

  

上
述
の
如
き
デ
ィ
ル
タ
イ
の
評
価
を
纏
め
る
と
、（
一
）
方
法
と
し
て
の
学
問
的
論
理
性
、
乃
至
そ
の
普
遍
妥
当
性
の
承
認
、（
二
）
個
性
の
重
視
、

つ
ま
り
個
々
の
個
性
の
表
わ
れ
と
し
て
の
作
品
概
念
、（
三
）
生
命
を
原
理
と
す
る
生
き
生
き
と
し
た
直
観
な
い
し
共
感
に
基
づ
く
、
創
造
過
程
の
追

形
成
と
し
て
の
自
己
移
入
、（
四
）
統
一
的
な
創
造
力
の
現
わ
れ
と
し
て
の
作
者
の
創
造
力
、（
五
）
文
法
的
解
釈
へ
の
言
及
が
寡
少
で
あ
る
と
い
う

事
実
、
と
い
う
五
点
に
総
括
さ
れ
よ
う
。 

 

既
に
述
べ
た
通
り
、
デ
ィ
ル
タ
イ
が
『
解
釈
学
の
成
立
』
に
お
い
て
、
シ
ュ
ラ
イ
ア
ー
マ
ッ
ハ
ー
解
釈
学
を
直
接
的
・
明
示
的
に
〝
ロ
マ
ン
主
義
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的
〟
と
評
価
す
る
箇
所
は
不
在
で
あ
り
、
更
に
言
え
ば
、
そ
の
逆
を
示
唆
す
る
様
な
表
現
が
あ
る
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
し
か
し
、
上
述
の
如
き
個
々

の
観
点
に
鑑
み
る
な
ら
ば
、
デ
ィ
ル
タ
イ
に
よ
る
シ
ュ
ラ
イ
ア
ー
マ
ッ
ハ
ー
解
釈
学
の
評
価
が
、
〝
ロ
マ
ン
主
義
的
〟
だ
と
見
做
さ
れ
る
に
十
分
な

根
拠
が
あ
る
と
言
え
よ
う
。 

 

し
か
し
な
が
ら
、
フ
ラ
ン
ク
も
指
摘
し
て
い
る
通
り
、
デ
ィ
ル
タ
イ
は
別
の
著
作
に
お
い
て
、
単
に
ロ
マ
ン
主
義
的
解
釈
学
に
回
収
さ
れ
得
な
い

よ
う
な
評
価
を
し
て
い
る
こ
と
も
ま
た
事
実
で
あ
る
。
例
え
ば
彼
は
『
哲
学
と
神
学
と
し
て
の
シ
ュ
ラ
イ
ア
ー
マ
ッ
ハ
ー
の
体
系
』
等
に
お
い
て
、

文
法
的
解
釈
の
意
義
を
正
当
に
認
め
、
文
法
的
・
心
理
学
的
解
釈
の
均
衡
を
保
っ
た
議
論
を
し
て
い
る
（
註
十
参
照
）。
で
あ
る
な
ら
ば
、『
解
釈
学

の
成
立
』
に
お
け
る
評
価
の
み
、
、
を
根
拠
と
し
て
、
デ
ィ
ル
タ
イ
に
よ
る
評
価
を
ロ
マ
ン
主
義
的
評
価
と
断
定
す
る
こ
と
は
明
ら
か
に
不
当
で
あ
る
。

又
、『
解
釈
学
の
成
立
』
の
議
論
に
限
っ
て
み
て
も
、
今
回
は
、
ロ
マ
ン
主
義
的
な
論
点
な
い
し
論
理
構
成
を
抽
出
す
る
と
い
う
目
的
の
下
で
、
特
に

ロ
マ
ン
主
義
に
関
わ
り
得
る
記
述
の
み
を
選
択
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
が
、
無
論
そ
こ
で
の
議
論
は
、
上
述
の
論
点
に
限
定
さ
れ
る
訳
で
は
な
い
。

上
述
の
論
点
以
外
に
も
、
デ
ィ
ル
タ
イ
は
、
例
え
ば
解
釈
学
的
循
環
に
関
す
る
論
点
、
乃
至
、
無
意
識
の
創
造
に
関
わ
る
論
点
な
ど
に
も
言
及
し
て

い
る
。
今
回
、
そ
れ
ら
の
論
点
は
ロ
マ
ン
主
義
的
評
価
と
本
質
的
に
関
わ
り
得
る
も
の
で
は
な
い
と
判
断
し
（
勿
論
ロ
マ
ン
主
義
を
否
定
す
る

、
、
、
、
可
能

性
の
あ
る
も
の
も
含
め
て
）
採
り
上
げ
な
か
っ
た
が
、
デ
ィ
ル
タ
イ
に
よ
る
シ
ュ
ラ
イ
ア
ー
マ
ッ
ハ
ー
解
釈
学
の
評
価
の
全
体
像
は
、
あ
ら
た
め
て

再
検
証
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。 

 

と
は
い
え
、
繰
り
返
す
様
だ
が
、
本
論
考
で
注
目
す
べ
き
は
、
シ
ュ
ラ
イ
ア
ー
マ
ッ
ハ
ー
解
釈
学
の
受
容
史
的
観
点
で
あ
り
、
重
要
な
の
は
、
デ

ィ
ル
タ
イ
に
よ
る
評
価
の
全
体
像
で
は
な
く
、『
解
釈
学
の
成
立
』
に
お
け
る
デ
ィ
ル
タ
イ
の
議
論
そ
の
も
の
で
あ
る
。
故
に
こ
こ
で
は
、
そ
の
根
拠

と
な
り
得
る
観
点
を
、『
解
釈
学
の
成
立
』
に
お
け
る
デ
ィ
ル
タ
イ
の
記
述
か
ら
抽
出
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
十
分
で
あ
る
と
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。 
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三
、『
真
理
と
方
法
』
に
お
け
る
、
ガ
ダ
マ
ー
に
よ
る
シ
ュ
ラ
イ
ア
ー
マ
ッ
ハ
ー
解
釈
学
の
評
価 

 
 

 

『
真
理
と
方
法
』（1960

）
に
お
い
て
シ
ュ
ラ
イ
ア
ー
マ
ッ
ハ
ー
解
釈
学
が
論
じ
ら
れ
る
の
は
、
第
二
部
、
第
一
章
、
第
一
節 

Ｉ
（
β
）
に
お
い

て
で
あ
る
。
第
一
節
の
表
題
に
は
、「
ロ
マ
ン
主
義
的
解
釈
学
の
疑
わ
し
さ
、
な
ら
び
に
そ
の
歴
史
学
へ
の
適
用
」（W

.M
. 177

）
と
あ
り
、
Ｉ
の
表

題
に
も
「
啓
蒙
思
想
と
ロ
マ
ン
主
義
と
の
間
で
の
解
釈
学
の
本
質
の
変
化
」（ibid. 177

）
と
あ
る
様
に
、
ガ
ダ
マ
ー
が
シ
ュ
ラ
イ
ア
ー
マ
ッ
ハ
ー
解

釈
学
を
〝
ロ
マ
ン
主
義
的
解
釈
学
〟
と
規
定
し
て
い
た
こ
と
は
、
そ
の
用
語
の
上
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
（
14
）
。 

 

『
真
理
と
方
法
』
の
議
論
に
お
い
て
先
ず
確
認
す
べ
き
は
、
ガ
ダ
マ
ー
は
シ
ュ
ラ
イ
ア
ー
マ
ッ
ハ
ー
解
釈
学
の
試
み
を
、
啓
蒙
主
義
以
来
の
「
理

性
的
な
思
考
」
乃
至
「
理
性
主
義
の
精
神
」（ibid. 198 f.

）
に
裏
打
ち
さ
れ
た
「
技
術
論
」
、
つ
ま
り
そ
れ
が
「
原
理
的
で
理
論
的
な
精
査
と
、
普
遍

的
な
養
成
に
値
す
る
も
の
」
と
し
て
、
近
代
的
な
学
問
的
性
格
を
備
え
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
承
認
し
て
い
る
点
で
あ
る
（ibid. 182 f.

）。
前
述
の

如
く
、
ガ
ダ
マ
ー
は
シ
ュ
ラ
イ
ア
ー
マ
ッ
ハ
ー
解
釈
学
を
「
理
解
」
そ
れ
自
体
を
問
う
「
方
法
論
」（ibid. 189

）
で
あ
る
と
し
た
が
、
ガ
ダ
マ
ー
が

シ
ュ
ラ
イ
ア
ー
マ
ッ
ハ
ー
解
釈
学
を
「
ロ
マ
ン
主
義
的
解
釈
学
」
と
呼
ん
だ
の
は
、
決
し
て
、
そ
の
没
理
性
的
な
性
格
、
乃
至
、
そ
の
没
理
論
的
な

性
格
ゆ
え
で
は
な
い
。 

 

ガ
ダ
マ
ー
に
よ
れ
ば
、「
シ
ュ
ラ
イ
ア
ー
マ
ッ
ハ
ー
が
解
釈
学
の
歴
史
に
齎
し
た
転
回
の
独
自
性
」（ibid. 183

）
と
は
、
彼
が
「
理
解
」
を
、「
共

通
の
事
物
に
対
す
る
見
解
」
に
支
え
ら
れ
た
「
魂
に
よ
る
内
的
対
話
」
と
見
做
す
こ
と
を
や
め
、（
一
）
著
者
の
「
個
性
」
を
重
視
し
た
点
、（
二
）

「
彼
〔
＝
著
者
〕
は
如
何
に
し
て
こ
の
様
な
見
解
に
至
っ
た
の
か
」
と
い
う
著
作
の
歴
史
的
な
成
立
過
程
に
関
わ
る
「
反
省
的
な
問
い
」
を
立
て
た

点
に
あ
る
（ibid. 184

）。 

 

第
一
の
観
点
に
関
し
て
言
え
ば
、
別
の
箇
所
に
も
、「〔
シ
ュ
ラ
イ
ア
ー
マ
ッ
ハ
ー
解
釈
学
に
お
い
て
〕
理
解
さ
れ
る
べ
き
も
の
は
、
も
は
や
文
面

や
そ
の
客
観
的
な
意
味
だ
け
で
は
な
く
、
談
話
者
つ
ま
り
著
者
の
個
性
で
も
あ
る
。
シ
ュ
ラ
イ
ア
ー
マ
ッ
ハ
ー
は
、
観
念
の
成
立
〔
過
程
〕
を
辿
り

直
す
こ
と
で
、
著
者
の
個
性
を
実
際
的
に
理
解
す
る
こ
と
を
考
え
て
い
る
」
（ibid.189

）
と
あ
る
様
に
、
ガ
ダ
マ
ー
は
シ
ュ
ラ
イ
ア
ー
マ
ッ
ハ
ー
解
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釈
学
に
お
け
る
「
個
性
」
の
意
義
を
極
め
て
重
要
な
も
の
と
し
て
評
価
し
、
そ
れ
を
、「
個
性
概
念
に
基
礎
を
置
く
解
釈
学
」（ibid. 195

）、
更
に
は

大
胆
に
も
そ
れ
を
「
個
性
の
美
的
形
而
上
学
」（ibid. 193

）
と
称
し
て
い
る
。
こ
こ
で
加
え
て
重
要
な
の
は
、
個
性
の
重
視
が
、
個
性
の
「
異
質
性
」

（ibid. 183
）
の
承
認
を
意
味
す
る
と
す
る
ガ
ダ
マ
ー
の
認
識
で
あ
る
。
つ
ま
り
ガ
ダ
マ
ー
は
、
シ
ュ
ラ
イ
ア
ー
マ
ッ
ハ
ー
解
釈
学
に
お
い
て
、
著

者
の
「
個
性
」
が
「
決
し
て
完
全
に
は
明
か
さ
れ
得
ぬ
謎
」（ibid. 194

）
と
さ
れ
、「
個
性
」
の
「
不
可
解
な
汝
」
（ibid. 195

）
と
し
て
の
「
固
有
、
、

性、
」（ibid. 184
強
調
は
ガ
ダ
マ
ー
）
が
承
認
さ
れ
て
い
る
と
し
、
か
か
る
作
者
の
〈
謎
性
〉
乃
至
〈
他
者
性
〉
を
以
て
「
個
性
」
の
重
視
と
解
す
る

の
で
あ
る
（
15
）
。 

 

第
二
の
観
点
（
著
作
に
お
け
る
「
観
念
の
成
立
過
程
」（ibid. 189

）
を
反
省
的
に
問
う
こ
と
）
に
関
し
て
言
え
ば
、
ガ
ダ
マ
ー
は
詳
細
に
次
の
様

に
述
べ
て
い
る
。 

 

解
釈
学
は
文
法
的
解
釈
術
と
心
理
学
的
解
釈
術
を
共
に
含
む
。
シ
ュ
ラ
イ
ア
ー
マ
ッ
ハ
ー
の
最
大
の
独
自
性
は
心
理
学
的
解
釈
に
あ
る
。
心
理

学
的
解
釈
と
は
、
結
局
の
と
こ
ろ
、
予
見
（divinatorisch

）（
16
）

の
方
法
、
つ
ま
り
著
者
に
よ
る
著
述
の
全
構
制
へ
の
自
己
移
入
、
作
品
の
著

述
と
い
う
「
内
的
経
過
」
の
把
握
、
創
作
行
為
の
追
形
成
に
他
な
ら
な
い
。
故
に
理
解
と
は
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
創
作
に
関
わ
る
再
創
作
、
認
識

さ
れ
た
も
の
の
認
識
（
ベ
ッ
ク
）、
追
構
成
で
あ
り
、
そ
れ
は
主
題
の
生
き
生
き
と
し
た
契
機
、
構
成
の
為
の
編
成
点
と
し
て
の
「
萌
芽
的
決
断
」

を
端
緒
と
す
る
。（
改
行
）
た
だ
し
、
理
解
に
特
化
し
た
こ
の
様
な
記
述
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
と
は
、
わ
れ
わ
れ
が
談
話
や
テ
ク
ス
ト
と
し
て
理

解
し
よ
う
と
す
る
観
念
の
創
作
物
は
、
そ
の
事
実
的
な
内
容
に
即
し
て
理
解
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
美
的
（ästhetisch

）
創
作
物
と
し
て
、
つ

ま
り
藝
術
作
品
な
い
し
「
藝
術
的
思
考
」
と
し
て
理
解
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。（W

.M
. 191

） 

  

こ
こ
で
先
ず
注
目
す
べ
き
は
、
直
前
の
箇
所
に
も
、「
文
法
的
解
釈
に
関
す
る
シ
ュ
ラ
イ
ア
ー
マ
ッ
ハ
ー
に
よ
る
詳
述
は
、
そ
れ
自
体
と
し
て
極
め

て
才
知
豊
か
な
も
の
で
あ
る
が
、
わ
れ
わ
れ
は
以
下
そ
れ
に
つ
い
て
は
論
じ
な
い
」（ibid. 190
）
と
あ
る
様
に
、
ガ
ダ
マ
ー
が
シ
ュ
ラ
イ
ア
ー
マ
ッ
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ハ
ー
解
釈
学
に
関
す
る
議
論
を
心
理
学
的
解
釈
に
明
示
的
に
限
定
し
て
い
る
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
理
由
は
単
に
議
論
の
便
宜
に
拠
る

も
の
で
は
な
く
、
引
用
か
ら
も
解
る
様
に
、
ガ
ダ
マ
ー
が
シ
ュ
ラ
イ
ア
ー
マ
ッ
ハ
ー
解
釈
学
の
「
最
大
の
独
自
性
」
を
「
心
理
学
的
解
釈
」
の
内
に

見
出
し
て
い
る
と
い
う
点
、
つ
ま
り
そ
れ
が
シ
ュ
ラ
イ
ア
ー
マ
ッ
ハ
ー
解
釈
学
の
評
価
そ
の
も
の
に
関
わ
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
点
に
あ
る
。
さ
ら

に
ガ
ダ
マ
ー
は
、
引
用
に
も
「
結
局
の
と
こ
ろ
」
と
い
う
表
現
が
あ
る
様
に
、
心
理
学
的
解
釈
学
を
、「
予
見
の
方
法
」
に
先
鋭
化
な
い
し
収
斂
さ
れ

得
る
も
の
の
如
く
記
述
し
て
い
る
点
も
看
過
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
。
敢
え
て
極
端
な
言
い
方
を
す
れ
ば
、
ガ
ダ
マ
ー
は
シ
ュ
ラ
イ
ア
ー
マ
ッ
ハ
ー
解

釈
学
を
、「
心
理
学
的
解
釈
学
」
に
、
而
も
そ
れ
を
「
予
見
の
方
法
」
に
限
定
的
に
規
定
し
た
と
言
え
る
の
で
あ
る
。
事
実
ガ
ダ
マ
ー
の
議
論
の
殆
ど

が
「
予
見
の
方
法
」
に
関
わ
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
点
か
ら
も
、
ガ
ダ
マ
ー
に
よ
る
評
価
の
大
部
分
が
「
予
見
の
方
法
」
に
関
し
て
な
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
こ
と
が
窺
わ
れ
る
（
17
）
。 

 

第
二
に
注
目
す
べ
き
は
、
ガ
ダ
マ
ー
は
「
予
見
の
方
法
」
を
、
著
者
の
創
作
過
程
の
「
追
構
成
」
乃
至
「
自
己
移
入
」
と
し
て
解
釈
す
る
点
で
あ

る
が
、
そ
れ
に
関
し
て
は
（
前
節
に
お
け
る
議
論
に
よ
り
）
既
に
多
言
を
要
さ
ぬ
で
あ
ろ
う
。
寧
ろ
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、
引
用
に
も
「
美
的
創

造
物
」
乃
至
「
藝
術
的
思
考
」
と
い
っ
た
表
現
が
あ
る
様
に
、
ガ
ダ
マ
ー
が
シ
ュ
ラ
イ
ア
ー
マ
ッ
ハ
ー
解
釈
学
に
お
け
る
著
者
の
創
造
性
を
重
視
し
、

そ
れ
を
「
天
才
」
概
念
に
よ
っ
て
規
定
し
た
と
い
う
点
で
あ
る
。
引
用
に
続
く
箇
所
に
お
い
て
ガ
ダ
マ
ー
は
、
引
用
中
の
「
藝
術
的
思
考
」
と
い
う

言
葉
を
承
け
て
、「
こ
の
〈
藝
術
的
思
考
〉
と
い
う
言
葉
は
、
単
な
る
刹
那
的
な
行
為
で
は
な
く
、
自
己
を
表
出
す
る
も
の
を
意
味
す
る
。
シ
ュ
ラ
イ

ア
ー
マ
ッ
ハ
ー
は
〈
藝
術
的
思
考
〉
と
い
う
言
葉
の
内
に
卓
越
し
た
生
命
の
契
機
を
見
て
お
り
、
そ
こ
で
は
満
足
が
余
り
に
大
き
い
た
め
、
生
命
の

契
機
は
〔
自
ず
と
〕
表
現
に
現
わ
れ
て
来
る
。
し
か
し
そ
れ
は
依
然
と
し
て
（
中
略
）
個
性
的
な
思
考
に
、
つ
ま
り
自
由
で
、
存
在
に
よ
っ
て
縛
ら

れ
て
は
い
な
い
構
成
に
留
ま
る
の
で
あ
る
」（ibid. 191

）
と
記
し
、
個
々
の
著
作
が
、
著
者
の
個
性
的
で
自
由
な
思
考
の
産
物
で
あ
る
と
し
、
そ
の

上
で
、
シ
ュ
ラ
イ
ア
ー
マ
ッ
ハ
ー
自
身
が
自
ら
の
解
釈
学
を
「
天
才
美
学
」（ibid. 196
）
と
称
し
た
事
実
を
挙
げ
、「
そ
れ
〔
＝
「
創
作
物
」（
著
作
）〕

と
は
、
個
性
的
で
、
本
来
の
意
味
に
お
い
て
創
造
的
な
、
天
才
に
よ
る
働
き
の
所
産
で
あ
る
」（ibid. 193

）
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
様
に
ガ
ダ
マ
ー

は
、
シ
ュ
ラ
イ
ア
ー
マ
ッ
ハ
ー
解
釈
学
に
お
い
て
は
、
著
作
が
、
著
者
の
「
生
命
の
契
機
」
か
ら
溢
れ
出
る
「
自
由
で
」「
個
性
的
な
」「
表
現
」
乃
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至
「
作
品
」
と
し
て
見
做
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
、
著
作
を
、
著
者
の
「
天
才
」
に
よ
る
産
物
と
し
て
規
定
す
る
の
で
あ
る
。 

 
ガ
ダ
マ
ー
が
、
シ
ュ
ラ
イ
ア
ー
マ
ッ
ハ
ー
解
釈
学
に
お
け
る
「
解
釈
」
概
念
を
、「
予
見
」
概
念
に
収
斂
す
る
「
自
己
移
入
」
と
し
て
規
定
し
た
こ

と
は
既
に
述
べ
た
通
り
だ
が
、
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、
上
述
の
如
く
、
著
者
の
「
個
性
」
の
現
わ
れ
と
し
て
規
定
さ
れ
た
著
作
に
、
も
う
一
つ
の

個
性
と
し
て
の
解
釈
者
が
「
自
己
移
入
」
す
る
為
の
前
提
条
件
を
、
ガ
ダ
マ
ー
が
、「
天
才
の
共
有
（K

ongenialität

）」
概
念
の
内
に
見
出
し
、
そ
れ

に
関
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
点
で
あ
る
（
18
）
。 

 

予
見
、
つ
ま
り
最
終
的
に
は
あ
る
種
の
〈
天
才
の
共
有
〉
を
前
提
と
す
る
と
こ
ろ
の
直
接
的
な
推
測
を
必
要
と
す
る
の
は
、
解
釈
学
に
お
い
て

は
天
才
に
よ
る
創
造
物
で
あ
る
。（
中
略
）
い
か
な
る
理
解
も
、
そ
の
最
終
的
な
根
拠
と
な
る
の
は
、
常
に
、〈
天
才
の
共
有
〉
に
よ
る
予
見
的

な
行
為
に
相
違
な
い
。
そ
れ
が
可
能
に
な
る
の
は
、
す
べ
て
の
個
性
が
先
行
的
に
結
合
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
拠
る
。（
改
行
）
事
実
、
シ
ュ
ラ
イ

ア
ー
マ
ッ
ハ
ー
に
お
い
て
前
提
と
さ
れ
て
い
る
の
は
、
す
べ
て
の
個
性
と
は
生
命
全
体
（A

lleben

）
の
現
わ
れ
（M

anifestation

）
に
他
な
ら
な

い
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、「
誰
も
が
、
他
者
に
関
す
る
も
の
を
少
な
い
な
が
ら
も
自
己
自
身
の
内
に
具
え
て
お
り
、
故
に
予

見
は
、
自
己
自
身
と
の
比
較
に
よ
っ
て
喚
起
さ
れ
る
の
で
あ
る
」（

19
）
。（W

.M
. 193

） 

  

先
に
わ
れ
わ
れ
は
、
ガ
ダ
マ
ー
が
シ
ュ
ラ
イ
ア
ー
マ
ッ
ハ
ー
解
釈
学
を
「
個
性
概
念
に
基
礎
を
置
く
解
釈
学
」
乃
至
「
個
性
の
美
的
形
而
上
学
」

と
評
価
し
、
そ
こ
に
個
性
の
重
視
を
見
て
い
た
点
を
指
摘
し
た
が
、
し
か
し
個
性
の
重
視
と
は
、
原
理
的
に
言
え
ば
、
自
己
移
入
と
い
う
方
法
と
相

反
す
る
主
張
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
前
述
の
如
く
個
性
と
は
「
決
し
て
完
全
に
は
明
か
さ
れ
得
ぬ
謎
」（ibid. 194

）
に
他
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。

だ
が
ガ
ダ
マ
ー
は
、
シ
ュ
ラ
イ
ア
ー
マ
ッ
ハ
ー
解
釈
学
の
内
に
「
す
べ
て
の
個
性
が
先
行
的
に
（vorgängig

）
結
合
さ
れ
て
い
る
」
、
並
び
に
、「
す

べ
て
の
個
性
と
は
生
命
全
体
の
現
わ
れ
に
他
な
ら
な
い
」
と
い
う
前
提
を
見
出
し
、
そ
の
相
反
を
論
理
的
に
回
避
す
る
。 

 

ガ
ダ
マ
ー
に
よ
れ
ば
、「
シ
ュ
ラ
イ
ア
ー
マ
ッ
ハ
ー
に
と
っ
て
、〔
個
体
を
超
え
る
〕
歴
史
そ
れ
自
体
が
、
自
由
な
創
造
に
よ
る
演
劇
、
つ
ま
り
あ
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る
神
的
な
創
造
力
に
よ
る
演
劇
に
他
な
ら
ず
、
彼
は
、
歴
史
的
な
振
る
舞
い
を
、
か
か
る
偉
大
な
演
劇
の
観
賞
と
享
受
と
し
て
理
解
し
て
い
る
」（ibid. 

200
）、
そ
の
意
味
で
、
ガ
ダ
マ
ー
に
よ
れ
ば
シ
ュ
ラ
イ
ア
ー
マ
ッ
ハ
ー
に
と
っ
て
個
々
の
著
作
に
漲
る
「
個
性
」
の
創
造
力
と
は
、
究
極
的
に
は
「
生

命
全
体
」
に
由
来
す
る
も
の
に
他
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
著
作
と
い
う
形
で
現
わ
れ
る
著
者
の
「
個
性
」
を
、
解
釈
者
が
そ
も
そ
も
理
解
で
き
る
の

も
、
著
者
の
み
な
ら
ず
、
解
釈
者
自
身
も

、
、
、
、
、
、
、「
生
命
全
体
」
に
由
来
す
る
「
天
才
の
共
有
性
」
を
具
え
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
ガ
ダ
マ
ー
に
よ

れ
ば
、
シ
ュ
ラ
イ
ア
ー
マ
ッ
ハ
ー
に
と
っ
て
「
個
性
」
と
い
う
「
謎
」
は
「
単
に
相
対
的
」
な
も
の
に
過
ぎ
ず
（ibid. 194

）、「
こ
の
限
界
〔
＝
個

性
は
解
明
さ
れ
得
な
い
と
い
う
限
界
〕
は
、
感
情
、
、
（G

efühl

）
に
よ
っ
て
、
ゆ
え
に
直
接
的
で
共
感
的
な
（sym

pathetisch

）
理
解
、
つ
ま
り
天
才
の

共
有
に
よ
る
（kongenial

）
理
解
に
よ
っ
て
克
服
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
」
（ibid. 194

強
調
は
ガ
ダ
マ
ー
）。
ガ
ダ
マ
ー
は
こ
の
よ
う
に
、
シ
ュ
ラ
イ

ア
ー
マ
ッ
ハ
ー
解
釈
学
の
内
に
、
あ
ら
ゆ
る
個
性
の
活
動
を
「
生
命
全
体
」
と
い
う
「
神
的
な
創
造
力
」
の
「
鑑
賞
と
享
受
」
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
、

「
ロ
マ
ン
主
義
的
な
、
歴
史
の
反
映
的
な
享
受
（Reflexionsgenuß

）」（ibid. 200

）
の
論
理
を
見
出
し
、
そ
こ
に
自
己
移
入
の
為
に
要
請
さ
れ
る
前

提
条
件
を
見
出
す
。
ガ
ダ
マ
ー
は
こ
の
様
に
、
シ
ュ
ラ
イ
ア
ー
マ
ッ
ハ
ー
解
釈
学
を
「
個
性
の
美
的
形
而
上
学

、
、
、
、
」（ibid. 193

強
調
は
論
者
）
と
呼
び
、

そ
の
形
而
上
学
的
性
質
、
並
び
に
そ
の
「
普
遍
的
解
釈
学
」（ibid. 188

）
と
し
て
の
歴
史
的
限
界
性
、
乃
至
そ
の
歴
史
的
制
約
性
を
指
弾
し
た
と
言

え
る
の
で
あ
る
。 

  

上
述
の
如
き
議
論
を
総
括
的
に
見
れ
ば
、
ガ
ダ
マ
ー
の
シ
ュ
ラ
イ
ア
ー
マ
ッ
ハ
ー
評
価
は
、
デ
ィ
ル
タ
イ
以
上
に
、
か
つ
極
め
て
明
瞭
に
概
念
化

さ
れ
た
形
で
、
ロ
マ
ン
主
義
的
な
も
の
で
あ
る
と
言
え
る
。
そ
の
論
点
を
端
的
に
整
理
す
れ
ば
、（
一
）
学
問
的
志
向
、
反
省
的
規
定
（
理
解
の
理
解
）

を
承
認
す
る
点
、（
二
）
文
法
的
解
釈
を
度
外
視
す
る
点
（
議
論
を
心
理
学
的
解
釈
に
限
定
す
る
点
）、（
三
）
心
理
学
的
解
釈
の
中
で
も
、
予
見
の
方

法
に
議
論
を
限
定
な
い
し
焦
点
化
し
、
シ
ュ
ラ
イ
ア
ー
マ
ッ
ハ
ー
解
釈
学
の
評
価
の
規
準
を
予
見
の
方
法
に
集
約
す
る
点
、（
四
）
個
性
の
重
視
、
作

者
中
心
主
義
的
視
点
、（
五
）「
個
性
の
美
的
形
而
上
学
」
、
つ
ま
り
生
命
全
体
の
現
わ
れ
と
し
て
の
個
性
の
把
握
、（
六
）
解
釈
者
と
著
者
と
の
〈
天

才
の
共
有
〉
に
基
づ
く
共
感
と
し
て
の
直
接
的
な
（
つ
ま
り
方
法
的
に
非
連
続
性
を
孕
む
も
の
と
し
て
の
）
理
解
、
以
上
六
点
に
総
括
さ
れ
よ
う
。
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な
お
、
こ
の
様
な
ガ
ダ
マ
ー
に
よ
る
議
論
が
、
シ
ュ
ラ
イ
ア
ー
マ
ッ
ハ
ー
解
釈
学
を
、
シ
ュ
ラ
イ
ア
ー
マ
ッ
ハ
ー
解
釈
学
を
「
普
遍
的
解
釈
学
」
と

し
て
、
消
極
的
に

、
、
、
、
評
価
す
る
も
の
で
あ
る
点
も
看
過
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
。 

 

加
え
て
わ
れ
わ
れ
は
、
ガ
ダ
マ
ー
が
シ
ュ
ラ
イ
ア
ー
マ
ッ
ハ
ー
解
釈
学
を
論
じ
た
文
脈
に
関
し
て
も
顧
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。
ガ
ダ
マ
ー
は
『
真

理
と
方
法
』
と
い
う
書
物
の
全
体
的
な
議
論
の
下
で
シ
ュ
ラ
イ
ア
ー
マ
ッ
ハ
ー
解
釈
学
を
採
り
上
げ
た
の
で
あ
り
、
そ
の
議
論
の
制
約
上
、
彼
が
、

シ
ュ
ラ
イ
ア
ー
マ
ッ
ハ
ー
解
釈
学
の
ロ
マ
ン
主
義
的
な
側
面
お
よ
び
そ
の
普
遍
主
義
的
な
側
面
を
強
調
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
と
い
う
の
は
否
定
し

難
い
事
実
で
あ
る
（
20
）
。
つ
ま
り
、「
ロ
マ
ン
主
義
的
解
釈
学
に
先
立
つ
時
代
」
（ibid. 177

）、
素
朴
な
形
而
上
学
的
世
界
観
か
ら
脱
却
し
、
著
作
の

歴
史
的
な
創
作
過
程
や
そ
の
背
景
に
着
目
す
る
と
い
う
「
歴
史
意
識
の
成
立
」
（ibid. 177

）
に
伴
い
、「
事
物
に
向
か
う
新
た
な
途
」（ibid. 184

）

が
探
求
さ
れ
た
時
代
に
あ
っ
て
、
ス
ピ
ノ
ザ
や
ク
ラ
デ
ー
ニ
ウ
ス
が
〈
歴
史
主
義
的
〉
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
採
っ
た
の
に
対
し
、
シ
ュ
ラ
イ
ア
ー
マ
ッ

ハ
ー
は
〈
普
遍
主
義
的
〉
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
採
っ
た
と
い
う
対
立
構
造
を
鮮
明
に
描
き
出
す
こ
と
は
、『
真
理
と
方
法
』
そ
れ
自
体
の
要
請
で
あ
り
、

か
か
る
文
脈
に
お
い
て
ガ
ダ
マ
ー
は
、
解
釈
学
か
ら
逸
脱
し
た
〝
神
学
的
〟
世
界
観
を
敢
え
て
導
入
し
て
ま
で
も
、
予
見
の
方
法
に
重
き
を
置
く
よ

う
な
、
そ
し
て
個
体
よ
り
も
全
体
に
重
き
を
置
く
よ
う
な
議
論
を
し
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
ま
た
ガ
ダ
マ
ー
が
シ
ュ
ラ
イ
ア
ー
マ
ッ
ハ
ー
解

釈
学
を
、
彼
自
身
の
解
釈
学
と
の
連
関
に
お
い
て
「
普
遍
的
解
釈
学
」
と
し
て
規
定
し
た
点
も
着
目
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
つ
ま
り
ガ
ダ
マ
ー
の
解

釈
学
は
、「
地
平
融
合
」
と
い
う
論
理
に
お
い
て
、
作
者
の
そ
れ
の
み
な
ら
ず
、
解
釈
者

、
、
、
の
個
性
な
い
し
歴
史
性
の
契
機
を
解
釈
学
に
導
入
す
る
も
の

で
あ
る
と
言
え
る
が
、
こ
の
様
な
彼
の
解
釈
学
と
の
対
比
に
お
い
て
見
る
と
き
、
シ
ュ
ラ
イ
ア
ー
マ
ッ
ハ
ー
解
釈
学
は
、
解
釈
者
の
個
性
と
歴
史
性

を
全
く
考
慮
し
な
い
、
普
遍
的
な
解
釈
を
希
求
す
る
も
の
と
し
て
批
判
さ
れ
た
と
言
え
る
の
で
あ
る
。 

 

ま
た
、
加
え
て
附
言
す
べ
き
は
、
ガ
ダ
マ
ー
が
「
予
見
の
方
法
」
に
関
し
て
「
感
情
」
概
念
を
用
い
て
い
る
（
し
か
も
強
調
体
で
）
と
い
う
事
実

で
あ
る
。「
感
情
」
概
念
は
、「
天
才
の
共
有
」
概
念
と
連
関
し
つ
つ
、
ガ
ダ
マ
ー
の
論
理
を
支
え
る
主
要
概
念
で
あ
り
、
敢
え
て
言
え
ば
、
終
盤
の

〈
個
体
と
全
体
と
を
繋
ぐ
形
而
上
学
的
な
論
理
〉
は
、
こ
れ
ら
の
概
念
を
欠
い
て
は
成
立
し
難
い
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
シ
ュ
ラ
イ
ア
ー

マ
ッ
ハ
ー
自
身
の
記
述
に
即
し
て
言
え
ば
、「
感
情
」
概
念
は
、
彼
の
解
釈
学
に
関
す
る
議
論
に
お
い
て
は
殆
ど
言
及
さ
れ
ず
、
解
釈
学
に
お
け
る
主
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要
概
念
と
し
て
用
い
ら
れ
る
の
で
は
な
い
。
恐
ら
く
ガ
ダ
マ
ー
は
、
所
謂
〈
感
情
神
学
〉
と
い
う
言
葉
で
代
表
さ
れ
る
シ
ュ
ラ
イ
ア
ー
マ
ッ
ハ
ー
の

神
学
的
な
い
し
同
一
哲
学
的
な
世
界
観
を
前
提
と
し
た
上
で
、
解
釈
学
に
お
け
る
「
感
情
」
概
念
（
及
び
そ
れ
に
基
づ
く
「
直
観
」
概
念
）
の
位
置

づ
け
を
高
く
見
積
も
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
た
し
か
に
、
シ
ュ
ラ
イ
ア
ー
マ
ッ
ハ
ー
に
よ
る
解
釈
学
の
議
論
に
お
い
て
、
彼
の
神
学
的
世
界
観
に
関

わ
る
議
論
が
直
接
的
に
は
見
出
さ
れ
得
な
い
か
ら
と
い
っ
て
、
彼
の
解
釈
学
か
ら
彼
の
神
学
的
世
界
観
を
完
全
に
排
除
し
て
し
ま
う
こ
と
に
は
む
ろ

ん
問
題
で
あ
る
と
し
て
も
、
わ
れ
わ
れ
は
、
シ
ュ
ラ
イ
ア
ー
マ
ッ
ハ
ー
解
釈
学
の
論
理
構
造
に
お
い
て
、
神
学
的
世
界
観
を
安
易
に
援
用
す
る
こ
と

の
正
当
性
に
関
し
て
一
定
の
反
省
的
意
識
を
持
つ
必
要
が
あ
る
こ
と
も
ま
た
事
実
で
あ
る
。 

 

総
じ
て
、
確
か
に
ガ
ダ
マ
ー
は
、
フ
ラ
ン
ク
も
指
摘
す
る
通
り
、
別
の
論
考
、
例
え
ば
「
シ
ュ
ラ
イ
ア
ー
マ
ッ
ハ
ー
解
釈
学
に
お
け
る
言
語
の
問

題
」（『
小
論
集
Ⅲ 

理
念
と
言
語
』
収
録
）
に
お
い
て
、
シ
ュ
ラ
イ
ア
ー
マ
ッ
ハ
ー
解
釈
学
の
文
法
的
側
面
な
い
し
そ
の
言
語
理
論
に
関
し
て
正
当
か

つ
詳
細
に
論
じ
、
そ
の
解
釈
学
全
体
に
お
け
る
意
義
を
正
当
に
認
め
て
い
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
と
し
て
も
（
21
）
、
ま
た
、
上
述
の
如
き
『
真
理
と

方
法
』
と
い
う
議
論
の
文
脈
に
よ
る
制
約
を
顧
慮
せ
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
事
実
で
あ
る
と
し
て
も
、
や
は
り
結
論
と
し
て
は
、『
真
理
と
方
法
』
に

お
け
る
シ
ュ
ラ
イ
ア
ー
マ
ッ
ハ
ー
解
釈
学
の
評
価
は
、
極
め
て
ロ
マ
ン
主
義
的
で
あ
る
と
言
わ
ね
ば
な
る
ま
い
。 

 

結 

  

以
上
の
如
く
、
デ
ィ
ル
タ
イ
と
ガ
ダ
マ
ー
に
よ
る
シ
ュ
ラ
イ
ア
ー
マ
ッ
ハ
ー
解
釈
学
の
叙
述
、
乃
至
そ
の
評
価
は
、
前
者
が
肯
定
的
、
後
者
が
否

定
的
と
い
う
根
本
的
な
相
違
が
あ
る
と
は
い
え
、
総
論
と
し
て
見
る
な
ら
ば
、
記
述
の
内
容
に
お
い
て
も
、
そ
の
論
理
構
成
に
お
い
て
も
（
そ
の
先

鋭
度
に
は
差
が
あ
る
と
し
て
も
）
極
め
て
類
似
し
た
も
の
で
あ
る
と
言
え
る
。
そ
し
て
上
述
の
議
論
か
ら
確
認
で
き
た
、
彼
ら
に
よ
る
〝
ロ
マ
ン
主

義
的
評
価
〟
の
論
理
構
造
を
端
的
に
論
点
化
す
る
な
ら
ば
、（
一
）
作
者
の
個
性
な
い
し
そ
の
創
造
性
を
重
視
す
る
、
い
わ
ゆ
る
作
者
中
心
主
義
的
な

見
解
、（
二
）
し
か
も
そ
の
創
造
性
の
源
泉
を
、
作
者
を
超
え
た
、
生
命
全
体
の
創
造
力
に
見
る
こ
と
で
、
個
体
と
全
体
と
を
直
接
的
に
結
合
す
る
論
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理
、（
三
）
更
に
は
、
作
者
と
同
じ
天
才
を
共
有
す
る
解
釈
者
自
身
が
、
作
品
を
予
見
の
方
法
に
即
し
て
直
接
的
に
理
解
す
る
と
い
う
言
わ
ば
共
感
の

論
理
、
以
上
三
点
に
収
斂
す
る
と
言
え
よ
う
。 

 

本
論
考
で
は
、
影
響
作
用
史
的
観
点
に
問
題
を
限
定
す
る
こ
と
で
、
両
者
に
よ
る
評
価
の
内
実
そ
れ
自
体
の
正
当
性
の
問
題
、
或
は
、
〝
ロ
マ
ン

主
義
的
〟
評
価
そ
れ
自
体
が
「
誤
解
」
乃
至
「
偏
見
」
と
目
さ
れ
る
こ
と
の
正
当
性
の
問
題
に
は
踏
み
込
ま
な
か
っ
た
が
、
上
述
の
如
き
論
点
な
ら

び
に
論
理
構
成
に
お
い
て
シ
ュ
ラ
イ
ア
ー
マ
ッ
ハ
ー
解
釈
学
が
特
徴
づ
け
ら
れ
て
い
る
限
り
、
少
な
く
と
も
、『
解
釈
学
の
成
立
』
と
『
真
理
と
方
法
』

に
お
け
る
記
述
、
乃
至
そ
こ
で
の
評
価
は
、
シ
ュ
ラ
イ
ア
ー
マ
ッ
ハ
ー
解
釈
学
の
〝
ロ
マ
ン
主
義
的
〟
評
価
と
い
う
「
誤
解
」
乃
至
「
偏
見
」
を
産

み
出
す
に
十
分
な
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
今
日
、
例
え
ば
フ
ラ
ン
ク
は
、
前
述
の
如
く
、
か
か
る
「
誤
解
」
乃
至
「
偏
見
」

に
よ
り
、
シ
ュ
ラ
イ
ア
ー
マ
ッ
ハ
ー
解
釈
学
が
、
今
日
の
構
造
主
義
に
も
通
じ
る
よ
う
な
記
号
論
的
な
発
想
を
内
包
し
て
い
た
と
い
う
新
た
な
評
価

の
可
能
性
が
見
失
わ
れ
て
し
ま
う
と
批
判
す
る
の
で
あ
る
が
、
む
ろ
ん
今
後
の
研
究
に
お
い
て
、
彼
の
解
釈
学
を
そ
の
様
に
記
号
論
的
に
再
構
築
す

る
可
能
性
乃
至
そ
の
限
界
が
探
求
さ
れ
ね
ば
な
ら
ず
、
更
に
、
そ
も
そ
も
、
両
者
の
評
価
が
ほ
ん
と
う
に
「
誤
解
」
で
あ
り
「
偏
見
」
で
あ
る
の
か

否
か
と
い
う
、
評
価
の
正
当
性
に
関
わ
る
問
題
が
主
題
化
さ
れ
検
討
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
更
に
言
え
ば
、
影
響
作
用
史
的
観
点
の
内
部
で
も
、
例

え
ば
Ａ
・
ベ
ッ
ク
や
Ｆ
・
サ
ヴ
ィ
ニ
ー
、
或
は
Ｈ
・
シ
ュ
タ
イ
ン
タ
ー
ル
等
に
よ
る
評
価
も
吟
味
さ
れ
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
又
、
例
え
ば
シ
ュ
ラ
イ

ア
ー
マ
ッ
ハ
ー
解
釈
学
に
対
し
て
「
ロ
マ
ン
主
義
的
」
と
い
う
形
容
詞
が
明
示
的
に
用
い
ら
れ
始
め
た
の
は
、
何
時
、
誰
に
よ
る
の
か
、
或
は
そ
れ

が
ど
の
よ
う
な
論
点
や
論
理
構
造
に
基
づ
い
て
な
さ
れ
た
の
か
と
い
っ
た
問
題
も
摘
み
残
さ
れ
た
ま
ま
で
あ
る
。
続
く
論
考
に
お
い
て
は
、
先
ず
、

個
別
的
な
概
念
に
即
し
て
（
例
え
ば
「
予
見
」
概
念
に
即
し
て
）、
デ
ィ
ル
タ
イ
と
ガ
ダ
マ
ー
に
よ
る
評
価
の
正
当
性
を
、
シ
ュ
ラ
イ
ア
ー
マ
ッ
ハ
ー

自
身
に
よ
る
記
述
と
照
合
し
な
が
ら
丁
寧
に
検
証
し
直
し
て
ゆ
く
こ
と
が
課
題
と
な
る
。 
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文
献
】 

 

Schleierm
acher, F. D

. E. 
H

erm
eneutik (und K

ritik)

（
刊
行
順
に
） 

1. —
, H

erm
eneutik und K

ritik —
Aus Schleierm

achers handschriftlichem
 N

achlasse und nachgeschrieben Vorlesungen herausgegeben von D
r. 

Friedlich Lücke, in: Säm
tliche W

erke, B
erlin, 1838 

（「
リ
ュ
ッ
ケ
版
」（H

.L.

）） 
2. —

, H
erm

eneutik —
Nach den H

andschriften neu herausgegeben und eingeleitet von H
einz K

im
m

erle, C
arl W

inter-U
niversitätsverlag, H

eiderberg, 
1974

（
第
一
版
、
第
二
版
は1959

）（「
キ
ン
マ
ー
レ
版
」（H

.K
.

）、「
序
」
か
ら
の
引
用
はK

im
.

） 
3. —

, H
erm

eneutik und Kritik—
H

erausgegeben und eingeleitet von M
anfred Frank, Suhrkam

p, Frankfurt am
 M

ain, 1977

（
無
記
、「
序
」
か
ら
の
引
用

はM
.F.

） 
—

, D
er christliche G

lanbe, in: K
ritische G

esam
tausgabe, B

d. 13, Teilband 1, W
alter de G

ruyter, B
erlin, N

ew
 York, 2003

（C.G.

） 
B

irus, H
 (H

g.), H
erm

eneutische Position, Vandenhoeck&
Ruprecht, G

öttingen, 1982

（H
.B.

） 
D

ilthy, W
., D

ie Entstehung der H
erm

eneutik, in: G
esam

m
elte Schriften, Stuttgart-G

öttingen, Bd. 5, 1961, 317-338

（E.H
.

） 
—

, Einleitung in die G
eisteswissenschaften, in: G

esam
m

elte Schriften, Stuttgart-G
öttingen, Bd. 1, 1959, 1962

（E.G.

） 
Frank, M

., H
erm

eneutische W
ende? Anm

erkungen zur Schleierm
acher-Interpretation, in: Euphorion, H

eiderberg 1980

（M
.F.1980

） 
—

, D
as individuelle Allgem

eine, Suhrkam
p, Frankfurt am

 M
ain, 1985 

G
adam

er, H
.-G., W

ahrheit und M
ethode G

ründzüge einer philosophischen H
erm

eneutik, in: G
esam

m
elte W

erke, B
d. 1, J.C

.B
. M

ohr (Paul Siebeck), Tübingen, 
1986

（W
.M

.

） 
       —

, D
as Problem

 der Sprache in Schleierm
achers H

erm
eneutik, in: K

leine Schriften III –Idee und Sprache, J.C
.B

. M
ohr (Paul Siebeck), Tübingen 

1972

（K
.S.

） 
Schlegel, Fr., Charakteristiken und Kritiken I (1796-1801), in: Kritische Friedlich-Schlegel-Ausgabe, B

d. 2, 1967

（A
thenäum

） 
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【
主
要
参
考
文
献
】 

 

麻
生
建
、『
解
釈
学
』、
世
界
書
院
、
一
九
八
五 

岡
林
洋
、『
シ
ュ
ラ
イ
エ
ル
マ
ッ
ハ
ー
の
美
学
と
解
釈
学
の
研
究
』
、
行
路
社
、
一
九
九
八 

W
arnke, G., G

adam
er: H

erm
eneutics, Tradition, and Reason, Stanford U

niversity Press, 1987 
 

註 

 

（
１
）
な
お
、
デ
ィ
ル
タ
イ
は
、
シ
ュ
ラ
イ
ア
ー
マ
ッ
ハ
ー
が
彼
独
自
の
解
釈
学
を
展
開
さ
せ
る
直
接
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
は
、「
エ
ル
ネ
ス
テ
ィ
と
い
う
洗
練
さ

れ
注
意
深
い
精
神
」
に
よ
る
「
新
た
な
解
釈
学
に
と
っ
て
の
古
典
的
著
作
」（
＝
『
新
約
聖
書
解
釈
提
要
』）
と
の
出
会
い
で
あ
る
と
し
て
い
る
（E.H

. 326

）。 

（
２
）「
技
術
（K

unst

）」
概
念
に
関
し
て
附
言
す
る
な
ら
ば
、
シ
ュ
ラ
イ
ア
ー
マ
ッ
ハ
ー
が
解
釈
学
を
「
理
解
の
技
術
」
と
し
て
規
定
す
る
際
、
む
ろ
ん
そ
こ
で
の
「
技

術
」
と
い
う
言
葉
は
、
そ
れ
が
「
規
則
に
適
う
も
の
」
で
あ
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
と
言
え
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
彼
に
と
っ
て
「
技
術
」
概
念
は
、
単
な

る
法
則
性
に
は
還
元
さ
れ
得
な
い
要
素
を
有
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
例
え
ば
「
序
論
」
の
命
題
九
と
は
、
端
的
に
、「
解
釈
は
技
術
で
あ
る
」
と
い
う
も
の
で
あ

る
が
、
興
味
深
い
の
は
、
こ
の
命
題
に
附
さ
れ
た
解
説
に
お
い
て
は
、
解
釈
学
の
法
則
性
に
関
す
る
言
明
が
な
く
、
代
わ
り
に
、
解
釈
が
「
無
限
な
も
の
」
で

あ
る
こ
と
、
並
び
に
解
釈
の
「
適
用
」
が
「
法
則
を
伴
わ
な
い
こ
と
」、
更
に
は
そ
れ
が
「
機
械
化
さ
れ
得
な
い
こ
と
」
が
言
明
さ
れ
、
加
え
て
そ
れ
が
「
藝
術

作
品
」
を
制
作
す
る
技
術
と
も
比
較
さ
れ
て
い
る
（80 f.
）。
詳
細
な
議
論
は
省
略
す
る
が
、
そ
れ
に
続
く
命
題
十
の
主
張
が
、
解
釈
者
の
「
才
能
（Talent

）」

（90

）
に
関
わ
る
も
の
で
あ
る
点
も
併
せ
て
顧
慮
す
る
な
ら
ば
、
恐
ら
く
シ
ュ
ラ
イ
ア
ー
マ
ッ
ハ
ー
に
と
っ
て
「
技
術
」
概
念
は
、
解
釈
学
の
法
則
性
の
み
な

ら
ず
、
解
釈
学
の
適
用
に
お
け
る
〈
習
熟
〉
乃
至
〈
習
熟
に
基
づ
く
才
能
〉
と
し
て
の
〈
技
能
〉
を
意
味
す
る
言
葉
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

（
３
）
ガ
ダ
マ
ー
に
よ
る
と
、
シ
ュ
ラ
イ
ア
ー
マ
ッ
ハ
ー
が
自
ら
の
解
釈
学
を
「
理
解
の
技
術
」
に
限
定
し
た
こ
と
は
、
従
来
の
解
釈
学
の
三
つ
の
技
能
、
す
な
わ
ち

subtilitas explicandi

（
説
明
）、sub. applicandi

（
適
用
）、sub. intelligendi
（
理
解
）
か
ら
、
解
釈
学
を
最
後
の
「
理
解
」
の
技
術
に
限
定
し
た
こ
と
を
意
味

す
る
（W

.M
. 188

）。
ま
た
、
シ
ュ
ラ
イ
ア
ー
マ
ッ
ハ
ー
自
身
も
「
理
解
の
描
写
も
〔
存
在
し
〕
な
い
」
と
述
べ
、
彼
の
解
釈
学
が
「
説
明
」
の
技
術
を
意
味
す

る
の
で
は
な
い
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
（75

）。
な
お
、
リ
ュ
ッ
ケ
の
註
に
よ
る
と
（99
）、
シ
ュ
ラ
イ
ア
ー
マ
ッ
ハ
ー
が
こ
こ
で
想
定
し
て
い
る
の
は
、
エ
ル

ネ
ス
テ
ィ
に
よ
る
解
釈
学
の
規
定
の
よ
う
で
あ
る
。 

（
４
）
な
お
、「
批
判
」
は
そ
こ
で
、
具
体
的
に
以
下
の
様
に
定
義
さ
れ
る
。「
批
判
と
は
、
著
作
お
よ
び
著
作
の
各
部
分
の
真
正
性
（Echtheit

）
を
正
し
く
判
定
し
、
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十
分
な
証
拠
と
資
料
に
よ
っ
て
そ
れ
を
確
定
す
る
技
術
で
あ
る
」。
そ
し
て
解
釈
学
は
そ
こ
で
、「
意
味
（Sinn

）
の
伝
達
」
と
換
言
さ
れ
る
（71

）。 
（
５
）M

.F. 7 f., 16

も
参
照
。
ち
な
み
に
フ
ラ
ン
ク
は
続
く
箇
所
で
、
デ
ィ
ル
タ
イ
に
よ
る
「
歴
史
的
理
性
批
判
」
に
触
れ
、
シ
ュ
ラ
イ
ア
ー
マ
ッ
ハ
ー
に
よ
る
「
理

解
の
超
越
論
的
分
析
」
を
、
カ
ン
ト
に
よ
る
「
純
粋
理
性
批
判
」
か
ら
デ
ィ
ル
タ
イ
に
よ
る
「
歴
史
的
理
性
批
判
」
へ
と
至
る
超
越
論
的
哲
学
の
系
譜
の
内
に

位
置
付
け
て
い
る
（M

.F. 9

）。
つ
ま
り
フ
ラ
ン
ク
は
、
カ
ン
ト
が
「
理
性
」
を
「
純
粋
に
」
批
判
し
、
デ
ィ
ル
タ
イ
が
そ
れ
を
「
歴
史
的
に
」
批
判
し
た
の
に

対
し
て
、
シ
ュ
ラ
イ
ア
ー
マ
ッ
ハ
ー
は
「
理
解
」
を
「
純
粋
」
に
批
判
し
た
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。 

（
６
）
例
え
ば
キ
ン
マ
ー
レ
も
そ
れ
に
関
し
て
同
様
に
次
の
様
に
述
べ
て
い
る
。「〔
シ
ュ
ラ
イ
ア
ー
マ
ッ
ハ
ー
に
お
い
て
は
〕
理
解
そ
れ
自
体
が
問
題
と
な
る
。
シ
ュ

ラ
イ
ア
ー
マ
ッ
ハ
ー
は
解
釈
学
の
歴
史
に
お
い
て
初
め
て
、
理
解
一
般
の
現
象
に
眼
差
し
を
向
け
、
そ
の
一
般
的
な
合
法
則
性
を
捉
え
る
こ
と
を
試
み
て
い
る
」

（K
im

. 15

） 

（
７
）
具
体
的
に
こ
こ
で
想
定
さ
れ
て
い
る
論
理
学
的
解
釈
学
と
は
、
Ch
・
ヴ
ォ
ル
フ
に
よ
る
そ
れ
で
あ
る
。
シ
ュ
ラ
イ
ア
ー
マ
ッ
ハ
ー
は
か
か
る
論
理
学
的
解
釈
学

そ
れ
自
体
に
対
し
て
、
そ
の
論
理
学
そ
れ
自
体
の
学
問
的
性
格
ゆ
え
（
つ
ま
り
オ
ル
ガ
ノ
ン
と
し
て
の
性
格
ゆ
え
）、
そ
の
一
般
性
を
認
め
て
い
る
と
推
察
さ
れ

得
る
が
（75

）、
そ
の
さ
い
論
理
的
解
釈
学
に
対
す
る
批
判
の
論
点
と
は
、
そ
れ
が
「
論
理
学
の
付
属
品
」
あ
る
い
は
そ
の
「
応
用
物
」
と
し
て
論
理
学
に
よ
っ

て
基
礎
付
け
ら
れ
て
い
る
点
（75

）、
及
び
（
二
）
そ
れ
が
「
古
典
学
の
為
の
オ
ル
ガ
ノ
ン
」
と
し
て
、
単
な
る
「
予
備
的
な
学
科
」
に
過
ぎ
な
い
点
に
あ
る
と

さ
れ
る
（311

）。 

（
８
）
具
体
的
に
言
う
と
、
Ｈ･

ビ
ー
ル
ス
は
、「
追
構
成
」
と
「
著
者
が
自
分
自
身
を
理
解
し
て
い
た
以
上
に
よ
り
よ
く
著
者
を
理
解
す
る
」
と
い
う
命
題
を
Ｆ
・
シ

ュ
レ
ー
ゲ
ル
に
帰
す
（「
追
構
成
」
の
出
典
箇
所
は
例
え
ば
、K

A
 III s.60

。
後
者
の
命
題
はA

th. 401

。
尚
、
ガ
ダ
マ
ー
は
後
者
の
命
題
の
「
前
史
」
を
、
フ

ィ
ヒ
テ
（W

erke V
I, 337

）
と
カ
ン
ト
（K

rV. A 314, B
 370

）
に
認
め
て
い
る
（W

.M
. 197

））。
又
、
ビ
ー
ル
ス
は
、「
発
生
論
的
解
釈
」
と
、「
全
体
と
個
別

と
の
相
互
関
係
」
と
し
て
の
解
釈
学
的
循
環
を
、
Ｆ
・
ア
ス
ト
に
帰
し
て
い
る
（H

.B
. 16

）。 

（
９
）
そ
れ
を
記
述
年
代
順
に
整
理
す
る
と
以
下
の
通
り
で
あ
る
（K

im
. 9 ff.

）。
①
「
解
釈
学
の
た
め
に
」（1805/9/10

）（
通
常
サ
イ
ズ
の
ノ
ー
ト
に
十
六
頁
、
百
五

十
一
の
断
片
）、
②
「
第
一
草
稿
」（~1810/11

（1809

頃
に
記
さ
れ
た
と
推
察
さ
れ
て
い
る
））（
十
七
頁
、
二
十
三
の
比
較
的
長
い
断
片
＋
補
遺
）、
③ 

「
講

義
録
」（1819

）（
シ
ュ
ラ
イ
ア
ー
マ
ッ
ハ
ー
解
釈
学
の
本
体
）、
④
「
第
二
部 
技
術
的
解
釈
に
つ
い
て
」（1826/7

の
冬
）、
⑤
「
ア
カ
デ
ミ
ー
で
の
講
演
」（1829

）、

⑥
「
欄
外
注
記
」（1832/3

）。 

（
10
）
但
し
、
フ
ラ
ン
ク
に
よ
れ
ば
、
デ
ィ
ル
タ
イ
と
ガ
ダ
マ
ー
が
シ
ュ
ラ
イ
ア
ー
マ
ッ
ハ
ー
解
釈
学
を
心
理
学
的
に
し
か
評
価
し
な
か
っ
た
と
い
う
見
解
そ
れ
自
体

も
ま
た
、
特
定
の
著
作
の
み
が
（
つ
ま
り
『
解
釈
学
の
成
立
』
と
『
真
理
と
方
法
』
の
み
が
）
注
目
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
偏
向
的
な
解
釈
で
あ
る
。
つ
ま
り
デ

ィ
ル
タ
イ
は
、『
哲
学
と
神
学
と
し
て
の
シ
ュ
ラ
イ
ア
ー
マ
ッ
ハ
ー
の
体
系
』
等
に
お
い
て
、
シ
ュ
ラ
イ
ア
ー
マ
ッ
ハ
ー
が
「
ま
さ
に
文
法
的
解
釈
に
特
別
の
注

意
を
払
っ
て
い
た
こ
と
」
を
指
摘
し
て
お
り
（M

.F. 60

）、
ガ
ダ
マ
ー
は
、『
小
論
Ⅲ 

理
念
と
言
語
』
に
お
い
て
、
シ
ュ
ラ
イ
ア
ー
マ
ッ
ハ
ー
の
解
釈
学
に
お
い
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て
文
法
的
解
釈
に
十
分
な
注
意
が
払
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。 

（
11
）
ち
な
み
に
、
シ
ュ
ラ
イ
ア
ー
マ
ッ
ハ
ー
解
釈
学
が
デ
ィ
ル
タ
イ
自
身
の
解
釈
学
の
理
論
形
成
に
極
め
て
重
要
な
意
義
を
有
し
た
こ
と
に
関
し
て
、
ガ
ダ
マ
ー
は

『
真
理
と
方
法
』
に
お
い
て
次
の
様
に
述
べ
て
い
る
。「
こ
の
よ
う
な
心
理
学
的
解
釈
〔
＝
シ
ュ
ラ
イ
ア
ー
マ
ッ
ハ
ー
に
よ
る
そ
れ
〕
が
、
十
九
世
紀
の
、
サ
ヴ

ィ
ニ
ー
、
ベ
ッ
ク
、
シ
ュ
タ
イ
ン
タ
ー
ル
、
殊
に
デ
ィ
ル
タ
イ
等
の
理
論
形
成
に
と
っ
て
、
真
に
規
定
的
な
も
の
と
な
っ
た
こ
と
に
疑
問
の
余
地
は
な
い
」（W

.M
. 

190

）。 

（
12
）
こ
の
言
葉
は
、
ゲ
ー
テ
の
ラ
ー
ヴ
ァ
タ
ー
宛
の
書
翰
（
一
七
八
〇
年
九
月
頃
）
に
あ
る
（G

oethes W
erke, IV. A

bt., G
oethes B

riefe 4. Bd., hrsg. im
 A

uftrage 
der G

roßherzogin Sophie von Sachsen, Tokyo, 1975 S. 300

）。 

（
13
）
別
の
箇
所
に
も
「
書
か
れ
た
作
品
の
創
造
〔
過
程
〕（Produktion

）
の
分
析
」（E.H

. 329

）
と
い
う
言
葉
が
あ
る
。 

（
14
）
た
だ
し
、
シ
ュ
ラ
イ
ア
ー
マ
ッ
ハ
ー
解
釈
学
が
主
題
的
に
論
じ
ら
れ
る
（
β
）
に
お
い
て
、
ガ
ダ
マ
ー
が
ロ
マ
ン
主
義
に
関
わ
る
語
彙
を
用
い
る
箇
所
は
、
一

箇
所
の
み
で
あ
る
（W

.M
. 200

）。
な
お
、
そ
こ
で
はrom
antisch

と
い
う
形
容
詞
形
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。 

（
15
）
た
だ
し
ガ
ダ
マ
ー
は
、
後
に
も
確
認
す
る
通
り
、
か
か
る
「
謎
」
と
し
て
の
「
個
性
」
は
「
単
に
相
対
的
（nur relativ

）」
で
し
か
な
い
と
も
言
う
（W

.H
. 194

）。

そ
れ
を
支
え
る
論
理
は
、
以
降
の
議
論
を
参
照
。 

（
16
）divinatorisch

の
定
訳
は
「
予
見
的
」
の
よ
う
で
あ
る
（
但
し
「
予
覚
的
」（
外
山
和
子
訳
「
解
釈
学
の
成
立
」『
デ
ィ
ル
タ
イ
全
集
』
第
三
巻863

頁
）
と
い

う
例
外
も
あ
る
）。『
解
釈
学
と
批
判
』
以
外
で
の
シ
ュ
ラ
イ
ア
ー
マ
ッ
ハ
ー
に
よ
る
用
例
は
確
認
で
き
て
い
な
い
が
、
少
な
く
と
も
解
釈
学
の
文
脈
に
即
し
て

言
え
ば
、divinatorisch

概
念
が
、
解
釈
の
過
程
に
お
い
て
、
既
に
読
み
進
ん
だ
箇
所
を
も
と
に
、
全
体
を
先
取
的
に

、
、
、
、
予
測
す
る
と
い
う
意
味
を
含
む
も
の
で
あ

る
こ
と
、
そ
の
意
味
に
お
い
て
そ
れ
が
、「
予、
見
」
と
訳
さ
れ
る
べ
き
時
間
的
契
機
を
含
む
も
の
で
あ
る
こ
と
は
ほ
ぼ
間
違
い
な
い
と
言
え
る
（
例
え
ば
「
序
論
」

命
題
十
八
（93 f.

）
を
参
照
。
そ
こ
で
は
、divinatorisch
に
対
し
て
一
貫
し
て
「
予
感ahnen

」
と
い
う
動
詞
が
用
い
ら
れ
、
そ
の
節
の
内
部
も
一
貫
し
て
未

来
形
のw

erden

が
用
い
ら
れ
る
）。
ま
た
、「
ア
カ
デ
ミ
ー
講
演
」
で
の
用
例
を
参
照
す
る
な
ら
ば
（318

）、
こ
の
概
念
が
Ｆ
・
シ
ュ
レ
ー
ゲ
ル
に
由
来
す
る
も

の
で
あ
る
こ
と
は
推
察
に
堅
い
。
そ
し
て
、
シ
ュ
レ
ー
ゲ
ル
の
用
例
を
参
照
す
る
な
ら
ば
、divinatorisch

概
念
が
時
間
的
契
機
を
含
む
も
の
、
つ
ま
り
〈
未
来

に
お
い
て
完
成
さ
れ
る
べ
き
全
体
を
見
通
す
〉
と
い
う
意
味
で
の
時
間
的
契
機
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
（A

th. 116, 221

）。
そ
れ
を
う

け
て
本
論
考
で
もdivinatorisch

は
一
貫
し
て
「
予
見
的
」
と
訳
す
こ
と
に
し
た
。 

（
17
）
な
お
、
厳
密
に
言
え
ば
〈
予
見
の
方
法
〉
以
外
に
も
「
比
較
の
方
法
」、
所
謂
〈
よ
り
よ
く
理
解
す
る
〉
と
い
う
命
題
、
並
び
に
「
解
釈
学
的
循
環
」
が
問
題

と
な
る
。
と
は
い
え
ガ
ダ
マ
ー
は
、
比
較
の
方
法
に
は
殆
ど
重
要
な
意
味
を
見
出
さ
れ
て
お
ら
ず
、
ま
た
、〈
よ
り
よ
く
理
解
す
る
〉
と
い
う
命
題
に
関
し
て
は

「
ご
く
自
明
な
こ
と
を
言
っ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
」（W

.M
. 196

）
と
し
、
詳
述
に
及
ば
な
い
。
ま
た
解
釈
学
的
循
環
に
関
し
て
は
、
ロ
マ
ン
主
義
的
評
価
と
は

直
接
的
に
は
関
わ
ら
な
い
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
本
論
考
で
は
言
及
し
な
い
。 
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（
18
）
ガ
ダ
マ
ー
は
、
シ
ュ
ラ
イ
ア
ー
マ
ッ
ハ
ー
自
身
が
用
い
たK

ongenialität

概
念
を
想
定
し
て
記
述
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
シ
ュ
ラ
イ
ア
ー
マ
ッ
ハ
ー
の

著
述
の
ど
こ
に
こ
の
言
葉
が
用
い
ら
れ
て
い
る
か
、
確
認
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。 

（
19
）
こ
こ
で
の
シ
ュ
ラ
イ
ア
ー
マ
ッ
ハ
ー
の
言
葉
の
出
典
は
、170

。 

（
20
）
前
述
の
通
り
、
表
題
に
は
「
ロ
マ
ン
主
義
的
解
釈
学
の
疑
わ
し
さ
（
後
略
）」（W

.M
. 177

）
及
び
「
シ
ュ
ラ
イ
ア
ー
マ
ッ
ハ
ー
に
よ
る
普
遍
（universal

）
解

釈
学
の
試
み
」（ibid. 188

）
と
あ
る
。 

（
21
）
例
え
ば
、「
シ
ュ
ラ
イ
ア
ー
マ
ッ
ハ
ー
解
釈
学
に
お
け
る
言
語
の
問
題
」
の
冒
頭
付
近
に
お
い
て
シ
ュ
ラ
イ
ア
ー
マ
ッ
ハ
ー
は
、「
こ
の
様
に
、
解
釈
学
に
関
わ

る
シ
ュ
ラ
イ
ア
ー
マ
ッ
ハ
ー
の
思
索
に
お
け
る
言
語
の
位
置
づ
け
を
殊
更
に
（eigens

）
探
求
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
」
と
宣
言
し
て
い
る
（K

.S. 
129

）。 

 


